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ヘ
昭
和
五
十
一
年
十
月
十
五
日
J

r
条

例

第

五

号

」

改
正

昭
和
五
五
年
三
月
二
二
日
条
例
第
三
号

昭
和
五
九
年
三
月
三

O
日
条
例
第
二
号

昭
和
六

O
年
一
一
一
月
二
五
日
条
例
第
六
号

平
成
元
年
二
一
月
二
六
日
条
例
第
一

O
号

平

成

四

年

四

月

一

日

条

例

第

四

号

平
成
六
年
一
二
月
二
六
日
条
例
第
二
号

平
成
一

O
年
三
月
二
六
日
条
例
第
四
号

平

成

二

年

三

月

三

O
日
条
例
第
四
号

平
成
二
年
一
二
月
二
四
日
条
例
第
一

O
号

平
成
一
二
年
二
月
二
五
日
条
例
第
八
号

平
成
一
二
年
一
二
月
二
五
日
条
例
第
九
号

平
成
一
三
年
一
二
月
二
五
日
条
例
第
一

O
号

平
成
一
四
年
七
月
二
三
日
条
例
第
五
号

平
成
一
四
年
一

O
月

九

日

条

例

第

六

号

平
成
一
六
年
三
月
二
五
日
条
例
第
三
号

平
成
一
七
年
七
月
二
二
日
条
例
第
三
号

平
成
一
七
年
七
月
二
二
日
条
例
第
四
号

平
成
一
七
年
七
月
二
二
日
条
例
第
五
号

平
成
一
七
年
一
二
月
二
七
日
条
例
第
一

O
号

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

目
次第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節
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平
成
一
九
年
七
月
二
四
日
条
例
第
二
号

平
成
二
二
年
三
月
二
四
日
条
例
第
三
号

平
成
二
二
年
八
月
一
二
臼
条
例
第
七
号

平
成
二
二
年
一
一
月
二
五
日
条
例
第
九
号

平
成
二
四
年
三
月
二
八
日
条
例
第
二
号

平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
条
例
第
三
号

平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
条
例
第
三
号

平
成
二
六
年
七
月
三

O
日
条
例
第
五
号

(
一
部
未
施
行
三
五
四
一
ペ
ー
ジ
参
照
)

総
則
(
第
一
条
)

削
除

火
を
使
用
す
る
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
等

火
を
使
用
す
る
設
備
及
び
そ
の
使
用
に
際
し
、
火
災
の
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
(
第
三

条
ー
第
十
七
条
の
三
)

火
を
使
用
す
る
器
具
及
び
そ
の
使
用
に
際
し
、
火
災
の
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
器
具
の
取
扱
い
の
基
準
(
第
十
八
条
|
第
二
十

二
条
の
二
)

火
の
使
用
に
関
す
る
制
限
等
(
第
二
十
三
条
|
第
二
十
八
条
)

火
災
に
関
す
る
警
報
の
発
令
中
に
お
け
る
火
の
使
用
の
制
限

(
第
二
十
九
条
)

三
四

O
一
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(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

第
三
章
の
二

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
等
(
第

二
十
九
条
の
二
!
第
二
十
九
条
の
七
)

第
四
章

指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
及
び
指
定
可
燃
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い

第
一
節

の
技
術
上
の
基
準
等

指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
技
術
上
の
基

準
等
(
第
三
十
条
l
第
三
十
二
条
)

第
二
節

指
定
可
燃
物
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
技
術
上
の
基
準
等
(
第

第
三
節

三
十
三
条
1

第
三
十
四
条
の
二
)

基
準
の
特
例
(
第
三
十
四
条
の
三
)

第
五
章

避
難
管
理
(
第
三
十
五
条
l

第
四
十
二
条
)

第
六
章

雑
則
(
第
四
十
三
条
|
第
四
十
八
条
)

罰
則
(
第
四
十
九
条
・
第
五
十
条
)

第
七
章

附
則

第
一
章

総
則

(
目
的
)こ

の
条
例
は
、
消
防
法
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
)
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
火
を
使
用
す
る
設
備
の
位

置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
等
に
つ
い
て
、
法
第
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

き
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
等
に
つ
い
て
、
法
第

第
一
条

九
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱

三
四

O
二
(
|
三
四
二
一
)

い
の
基
準
等
に
つ
い
て
並
び
に
法
第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
火

災
に
関
す
る
警
報
の
発
令
中
に
お
け
る
火
の
使
用
の
制
限
に
つ
い
て
定
め
る

と
と
も
に
、
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
け
る
火
災
予
防
上
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章

削
除

第
二
条

削
除

第
三
章

火
を
使
用
す
る
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基

準
等

第
一
節

火
を
使
用
す
る
設
備
及
び
そ
の
使
用
に
際
し
、
火

災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
の
位
置
、
構
造

及
び
管
理
の
基
準

(
炉
)

第
三
条

炉
の
位
置
及
び
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

h
i
h

問、
0

4
l
H
.

、-w
火
災
予
防
上
安
全
な
距
離
を
保
つ
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
(
不
燃
材
料

(
建
築
基
準
法
)
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
)
第
二
条
第
九
号

に
規
定
す
る
不
燃
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
で
有
効
に
仕
上
げ
を
し

た
建
築
物
等
(
消
防
法
施
行
令
(
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以

下
「
令
」
と
い
う
。
)
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
等
を
い

A

〔
甲
府
広
域
二
五
〕



ぅ
。
以
下
同
じ
。
)
の
部
分
の
構
造
が
耐
火
構
造
(
建
築
基
準
法
第
二
条
第

七
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
で
あ
っ
て
、
間
柱
、

下
地
そ
の
他
主
要
な
部
分
を
準
不
燃
材
料
(
建
築
基
準
法
施
行
令
(
昭
和

二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
)
第
一
条
第
五
号
に
規
定
す
る
準
不
燃

材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

で
造
っ
た
も
の
で
あ
る
場
合
文
は
当
該
建

築
物
等
の
部
分
の
構
造
が
耐
火
構
造
以
外
の
構
造
で
あ
っ
て
、
間
柱
、
下

地
そ
の
他
主
要
な
部
分
を
不
燃
材
料
で
造
っ
た
も
の
(
有
効
に
遮
熱
で
き

る
も
の
に
限
る
。
)

で
あ
る
場
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
を
除
き
、
建
築

物
等
及
び
可
燃
性
の
物
品
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
距
離
の
う
ち
、
火
災

予
防
上
安
全
な
距
離
と
し
て
消
防
長
(
消
防
署
長
)
が
認
め
る
距
離
以
上

の
距
離
を
保
つ
こ
と
。

イ

別
表
第
三
の
炉
の
項
に
掲
げ
る
距
離

ロ

対
象
火
気
設
備
等
及
び
対
象
火
気
器
具
等
の
離
隔
距
離
に
関
す
る
基

準
(
平
成
十
四
年
消
防
庁
告
示
第
一
号
)

に
よ
り
得
ら
れ
る
距
離

可
燃
物
が
落
下
し
、

文
は
接
触
す
る
お
そ
れ
の
な
い
位
置
に
設
け
る
こ

と
可
燃
性
の
ガ
ス
又
は
蒸
気
が
発
生
し
、
文
は
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
な
い

位
置
に
設
け
る
こ
と
。

四

階
段
、
避
難
口
等
の
附
近
で
避
難
の
支
障
と
な
る
位
置
に
設
け
な
い
こ

第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
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と
五

燃
焼
に
必
要
な
空
気
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

か
っ
、
有
効
な
換

一_L.

/¥ 

気
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

屋
内
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
土
間
文
は
不
燃
材
料
の
う
ち
金
属

以
外
の
も
の
で
造
っ
た
床
上
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
金
属
で
造
っ
た

床
上
文
は
台
上
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
防
火
上
有
効
な
措
置
を
講
じ
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七

使
用
に
際
し
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
を
不
燃
材
料
で
造
る

こ》』。

J¥ 

地
震
そ
の
他
の
振
動
又
は
衝
撃
(
以
下
「
地
震
等
」
と
い
う
。
)
に
よ

り
容
易
に
転
倒
し
、
亀
裂
し
、
又
は
破
損
し
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

九

表
面
温
度
が
過
度
に
上
昇
し
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

十

屋
外
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
風
雨
等
に
よ
り
口
火
及
び
パ

l

ナ
!
の
火
が
消
え
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
十
八

号
の
二
イ
に
掲
げ
る
装
置
を
設
け
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

L、
。

十

開
放
炉
又
は
常
時
油
類
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
可
燃
物
を
煮
沸
す

る
炉
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
上
部
に
不
燃
性
の
天
蓋
及
び
排
気
筒
を
屋
外
に

通
ず
る
よ
う
に
設
け
る
と
と
も
に
、
火
粉
の
飛
散
文
は
火
炎
の
伸
長
に
よ

三
四
一
三



(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

し
や

り
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
防
火
上
有
効
な
遮

第
八
編

業
務

へ
い
を
設
け
る
こ
と
。

十

溶
融
物
が
あ
ふ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
構
造
の
炉
に
あ
っ
て
は
、
あ
ふ

れ
た
溶
融
物
を
安
全
に
誘
導
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

十

削
除

十
四

熱
風
炉
に
附
属
す
る
風
道
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

風
道
並
び
に
そ
の
被
覆
及
び
支
わ
く
は
、
不
燃
材
料
で
造
る
と
と
も

に
、
風
道
の
炉
に
近
接
す
る
部
分
に
防
火
ダ
ン
パ
!
を
設
け
る
こ
と
。

ロ

炉
か
ら
イ
の
防
火
ダ
ン
パ
ー
ま
で
の
部
分
及
び
当
該
防
火
ダ
ン
パ

l

か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
は
、
建
築
物
等
の
可
燃
性
の
部
分
及
び

可
燃
性
の
物
品
と
の
聞
に
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
保
つ

」こ
Lι

。
た
だ
し
、
厚
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
金
属
以
外
の
不
燃

材
料
で
被
覆
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ノ、

給
気
口
は
、

じ
ん
あ
い
の
混
入
を
防
止
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

十
五

薪
、
石
炭
そ
の
他
の
固
体
燃
料
を
使
用
す
る
炉
に
あ
っ
て
は
、

た
き

口
か
ら
火
粉
等
が
飛
散
し
な
い
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、

ふ
た
の
あ
る
不

燃
性
の
取
灰
入
れ
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
不
燃
材
料
以

外
の
材
料
で
造
っ
た
床
上
に
取
灰
入
れ
を
設
け
る
と
き
は
、
不
燃
材
料
で

造
っ
た
台
上
に
設
け
る
か
、
文
は
防
火
上
有
効
な
底
面
通
気
を
は
か
る
こ

三
四
一
四

と
十
/" 

削
除

十
七

灯
油
、
重
油
そ
の
他
の
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
炉
の
附
属
設
備
は
、

次
に
よ
る
こ
と
。

イ

燃
料
タ
ン
ク
は
、
使
用
中
燃
料
が
漏
れ
、
あ
ふ
れ
、

又
は
飛
散
し
な

い
構
造
と
す
る
こ
と
。

ロ

燃
料
タ
ン
ク
は
、
地
震
等
に
よ
り
容
易
に
転
倒
又
は
落
下
し
な
い
よ

う
に
設
け
る
こ
と
。

ノ、

燃
料
タ
ン
ク
と
た
き
口
と
の
聞
に
は
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
平
距

し
ゃ

又
は
防
火
上
有
効
な
遮
へ
い
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ

離
を
保
つ
か
、

し
、
油
温
が
著
し
く
上
昇
す
る
お
そ
れ
の
な
い
燃
料
タ
ン
ク
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

燃
料
タ
ン
ク
は
、
そ
の
容
量
(
タ
ン
ク
の
内
容
積
の
九
十
パ

l
セ
ン

ト
の
量
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
厚
さ
の

鋼
板
文
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
金
属
板
で
気
密
に
造
る

こ
と
。

量

厚

.....". 

廿

板

ン

ク

の

タ
五
リ
ッ
ト
ル
以
下

0
・
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

A 
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甲
府
広
域
二
一
二
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ト ト ト ト ト ト ト ト
ノレ ノレ ノレ ノレ ノレ ノレ Jレ ノレ

以 以 以 以 以 以 以 以

上 上 上 上 上 上 上 上

ホ

燃
料
タ
ン
ク
を
屋
内
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
不
燃
材
料
で

造
っ
た
床
上
に
設
け
る
こ
と
。

"'" 
燃
料
タ
ン
ク
の
架
台
は
、
不
燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

ト

燃
料
タ
ン
ク
の
配
管
に
は
、

タ
ン
ク
直
近
の
容
易
に
操
作
で
き
る
位

置
に
開
閉
弁
を
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
地
下
に
埋
設
す
る
燃
料
タ
ン

ク
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

チ

燃
料
タ
ン
ク
文
は
配
管
に
は
、
有
効
な
ろ
過
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
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凶
、

中
I
中

I
I
L

ろ
過
装
置
が
設
け
ら
れ
た
炉
の
燃
料
タ
ン
ク
又
は
配
管
に

あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

リ

燃
料
タ
ン
ク
に
は
、
見
や
す
い
位
置
に
燃
料
の
量
を
自
動
的
に
覚
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
装
置
が
ガ
ラ
ス
管
で
作
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
金
属
管
等
で
安
全
に

保
護
す
る
こ
と
。

ヌ

燃
料
タ
ン
ク
は
、
水
抜
き
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

燃
料
タ
ン
ク
に
は
、
通
気
管
又
は
通
気
口
を
設
け
る
こ
と
。

こ
の
場

ノレ

合
に
お
い
て
、
当
該
燃
料
タ
ン
ク
を
屋
外
に
設
け
る
と
き
は
、
当
該
通

気
管
又
は
通
気
口
の
先
端
か
ら
雨
水
が
侵
入
し
な
い
構
造
と
す
る
こ

と
ヲ

燃
料
タ
ン
ク
の
外
面
に
は
、

さ
び
止
め
の
た
め
の
装
置
を
講
ず
る
こ

と
。
た
だ
し
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
、

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
さ
び
に

く
い
材
質
で
作
ら
れ
た
燃
料
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な

し、
。

ワ

燃
焼
装
置
に
過
度
の
圧
力
が
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
炉
に
あ
っ
て

は
、
異
常
燃
焼
を
防
止
す
る
た
め
の
減
圧
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

カ

燃
料
を
予
熱
す
る
方
式
の
炉
に
あ
っ
て
は
、
燃
料
タ
ン
ク
又
は
配
管

を
直
火
で
予
熱
し
な
い
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、
過
度
の
予
熱
を
防
止

三
四
一
五
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区
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域
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務
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予
防
条
例
)

す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
八.

液
体
燃
料
又
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、

石
炭
ガ
ス
そ
の
他
の
気
体
燃
料
を

使
用
す
る
炉
に
あ
っ
て
は
、
多
量
の
未
燃
ガ
ス
が
滞
留
せ
ず
、

か
っ
、
占
川

火
及
び
燃
焼
の
状
態
が
確
認
で
き
る
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
配
管

に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

金
属
管
を
使
用
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
燃
焼
装
置
、
燃
料
タ
ン
ク
等

に
接
続
す
る
部
分
で
金
属
管
を
使
用
す
る
こ
と
が
構
造
上
文
は
使
用
上

適
当
で
な
い
場
合
は
、
当
該
燃
料
に
侵
き
れ
な
い
金
属
管
以
外
の
管
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

接
続
は
、

フ
ラ
ン
ジ
接
続
、
溶
接
等
と
す
る
こ
と
。

ね
じ
接
続
、

だ
し
、
金
属
管
と
金
属
管
以
外
の
管
を
接
続
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

さ
し
込
み
接
続
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ノ、

ロ
の
き
し
込
み
接
続
に
よ
る
場
合
は
、
そ
の
接
続
部
分
を
ホ

l
ス
パ

ン
ド
等
で
締
め
つ
け
る
こ
と
。

十
八
の
二

液
体
燃
料
又
は
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
炉
に
あ
っ
て
は
、
必
要

に
応
じ
次
の
安
全
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

イ

炎
が
立
ち
消
え
た
場
合
等
に
お
い
て
安
全
を
確
保
で
き
る
装
置

ロ

未
燃
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
点
火
前

及
び
消
火
後
に
自
動
的
に
未
燃
ガ
ス
を
排
出
で
き
る
装
置

Tこ

三
四
二
ハ

ノ、

炉
内
の
温
度
が
過
度
に
上
昇
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
温
度
が
過
度
に
上
昇
し
た
場
合
に
お
い
て
自
動
的
に
燃
焼
を
停
止

で
き
る
装
置

電
気
を
使
用
し
て
燃
焼
を
制
御
す
る
構
造
又
は
燃
料
の
予
熱
を
行
う

構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
停
電
時
に
お
い
て
自
動
的
に
燃
焼
を
停
止

で
き
る
装
置

十
八
の
三

気
体
燃
料
を
使
用
す
る
炉
の
配
管
、
計
量
器
等
の
附
属
設
備

は
、
電
線
、
電
気
開
閉
器
そ
の
他
の
電
気
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
パ
イ

プ
シ
ャ
フ
ト
、

ピ
ッ
ト
そ
の
他
の
漏
れ
た
燃
料
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
に
は
設
け
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、
電
気
設
備
に
防
爆
工
事
等
の
安

全
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
九

電
気
を
熱
源
と
す
る
炉
に
あ
っ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

電
線
、
接
続
器
具
等
は
、
耐
熱
性
を
有
す
る
も
の
を
使
用
す
る
と
と

も
に
、
短
絡
を
生
じ
な
い
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
。

ロ

炉
内
の
温
度
が
過
度
に
上
昇
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
必
要
に
応
じ
温
度
が
過
度
に
上
昇
し
た
場
合
に
お
い
て
自
動
的
に

熱
源
を
停
止
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

2 

炉
の
管
理
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

炉
の
周
囲
は
、
常
に
、
整
理
及
び
清
掃
に
努
め
る
と
と
も
に
、
燃
料
そ

A
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甲
府
広
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の
他
の
可
燃
物
を
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
こ
と
。

炉
及
び
そ
の
附
属
設
備
は
、
必
要
な
点
検
及
び
整
備
を
行
い
、
火
災
予

防
上
有
効
に
保
持
す
る
こ
と
。

液
体
燃
料
を
使
用
す
る
炉
及
び
電
気
を
熱
源
と
す
る
炉
に
あ
っ
て
は
、

前
号
の
点
検
及
び
整
備
を
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
と
し
て
消

防
長
が
指
定
す
る
も
の
に
行
わ
せ
る
こ
と
。

四

本
来
の
使
用
燃
料
以
外
の
燃
料
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

五

燃
料
の
性
質
等
に
よ
り
異
常
燃
料
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
炉
に
あ
っ

て
は
、
使
用
中
監
視
人
を
置
く
こ
と
。

た
だ
し
、
異
常
燃
焼
を
防
止
す
る

一-'....

/" 

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
宇

燃
料
タ
ン
ク
は
、
燃
料
の
性
質
等
に
応
じ
、
遮
光
し
、
又
は
転
倒
若
し

く
は
衝
撃
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

3 

入
力
三
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
炉
に
あ
っ
て
は
、
不
燃
材
料
で
造
っ

た
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
(
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

は
り
又
は
屋

根
)
で
区
画
さ
れ
、

か
つ
、
窓
及
び
出
入
口
等
に
防
火
戸
(
建
築
基
準
法
第

二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同

じ
。
)
を
設
け
た
室
内
に
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
炉
の
周
囲
に
有
効
な
空

聞
を
保
有
す
る
等
防
火
上
支
障
の
な
い
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
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4 

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
炉
の
位
置
、

構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条
の
二
か

ら
第
三
十
一
条
の
五
ま
で
(
第
三
十
一
条
の
四
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
及
び
第
八
号
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
ふ
ろ
が
ま
)

第
三
条
の
ニ

ふ
ろ
が
ま
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

、，
h
k

、o

p
V
4
4
自

Lか
ま
内
に
す
す
が
付
着
し
に
く
く
、

か
っ
、
目
詰
ま
り
し
に
く
い
構
造

と
す
る
こ
と
。

気
体
燃
料
文
は
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
ふ
ろ
が
ま
に
は
、
空
だ
き
を
し

た
場
合
に
自
動
的
に
燃
焼
を
停
止
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

ふ
ろ
が
ま
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
前
条
(
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
温
風
暖
房
機
)

第
三
条
の
三

温
風
暖
房
機
の
位
置
及
び
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
熱
さ
れ
た
空
気
に
、
火
粉
、
煙
、

ガ
ス
等
が
混
入
し
な
い
構
造
と

し
、
熱
交
換
部
分
を
耐
熱
性
の
金
属
材
料
等
で
造
る
こ
と
。

三
四
一
七



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

温
風
暖
房
機
に
附
属
す
る
風
道
に
あ
っ
て
は
、
不
燃
材
料
以
外
の
材
料

に
よ
る
仕
上
げ
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
仕
上
げ
を
し
た
建
築
物
等
の
部
分

及
び
可
燃
性
の
物
品
と
の
聞
に
次
の
表
に
掲
げ
る
式
に
よ
っ
て
算
定
し
た

数
値
(
入
力
七
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
附
属
す
る
風
道
に
あ
っ
て

は
、
算
定
し
た
数
値
が
十
五
以
下
の
場
合
は
、
十
五
と
す
る
。
)
以
上
の

距
離
を
保
つ
こ
と
。

た
だ
し
、
厚
さ
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
(
入
力
七

十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
附
属
す
る
風
道
に
あ
っ
て
は
、
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
)

の
金
属
以
外
の
不
燃
材
料
で
被
覆
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

形 下- 慎1 上 風
のこ 道
場の ヵ、
合表 ら
tまに

の
長お
辺い 方

のて 方 方 方 向
長 L
さは F 戸 戸

と
、

× × × 距
す風 o o Cコ

る道 巳恥刀 U01 3 h。a 
。の 離

面断
単

カミ 位
円
形 セ

の ン

場 チ
メ口L メ

lま
直 ト

径 ノレ
、、ー"

矩

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
温
風
暖
房
機
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理

の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
除

三
四
一
八

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
厨
房
設
備
)調

理
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
レ
ン
ジ
、

第
三
条
の
四

フ
ラ
イ
ヤ

l
、
か
ま

ど
等
の
設
備
(
以
下
「
厨
房
設
備
」
と
い
う
。
)

の
位
置
、
構
造
及
び
管
理

は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厨
房
設
備
に
附
属
す
る
排
気
ダ
ク
ト
及
び
天
蓋
(
以
下
「
排
気
ダ
ク
ト

等
」
と
い
う
。
)

は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

排
気
ダ
ク
ト
等
は
、
耐
食
性
を
有
す
る
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
耐
食
性
及
び
強
度
を
有
す
る
不
燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

，
-
Z
』

J

、
υコ4

ナ
'
ナ
t

7

L

J
且
一
一

該
厨
房
設
備
の
入
力
及
び
使
用
状
況
か
ら
判
断
し
て
火
災
予
防
上
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

排
気
ダ
ク
ト
等
の
接
続
は
、

フ
ラ
ン
ジ
接
続
、
溶
接
等
と
し
、
気
密

ロ

性
の
あ
る
接
続
と
す
る
こ
と
。

ノ、

排
気
ダ
ク
ト
等
は
、
建
築
物
等
の
可
燃
性
の
部
分
及
び
可
燃
性
の
物

品
と
の
聞
に
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
保
つ
こ
と
。

-
』
、
よ
』

+
I
争

I

し
、
金
属
以
外
の
不
燃
材
料
で
有
効
に
被
覆
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

排
気
ダ
ク
ト
は
、
十
分
に
排
気
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

?」

'Y}

。
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ホ

排
気
ダ
ク
ト
は
、
直
接
屋
外
に
通
ず
る
も
の
と
し
、
他
の
用
途
の
ダ

ク
ト
等
と
接
続
し
な
い
こ
と
。

，、、

排
気
ダ
ク
ト
は
、
曲
り
及
び
立
下
り
の
箇
所
を
極
力
少
な
く
し
、
内

面
を
滑
ら
か
に
仕
上
げ
る
こ
と
。

油
脂
を
含
む
蒸
気
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
厨
房
設
備
の
天
蓋

は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

排
気
中
に
含
ま
れ
る
油
脂
等
の
付
着
成
分
を
有
効
に
除
去
す
る
こ
と

が
で
き
る
グ
リ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
、

グ
リ
ス
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
装

置
(
以
下
「
グ
リ
ス
除
去
装
置
」
と
い
う
。
)
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ

し
、
排
気
ダ
ク
ト
を
用
い
ず
天
蓋
か
ら
屋
外
へ
直
接
排
気
を
行
う
構
造

の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ

グ
リ
ス
除
去
装
置
は
、
耐
食
性
を
有
す
る
鋼
板
文
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
耐
食
性
及
び
強
度
を
有
す
る
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
と
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
厨
房
設
備
の
入
力
及
び
使
用
状
況
か
ら
判
断
し

て
火
災
予
防
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

ノ、

排
気
ダ
ク
ト
へ
の
火
炎
の
伝
送
を
防
止
す
る
装
置
(
以
下
「
火
炎
伝

送
防
止
装
置
」
と
い
う
。
)
を
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
排
気
ダ
ク
ト

を
用
い
ず
天
蓋
か
ら
屋
外
へ
直
接
排
気
を
行
う
構
造
の
も
の
又
は
排
気

第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

A

〔
甲
府
広
域
二
四
〕

ダ
ク
ト
の
長
さ
若
し
く
は
当
該
厨
房
設
備
の
入
力
及
び
使
用
状
況
か
ら

判
断
し
て
火
災
予
防
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

次
に
掲
げ
る
厨
房
設
備
に
掲
げ
る
火
炎
伝
送
防
止
装
置
は
、
自
動
消

火
装
置
と
す
る
こ
と
。

付
令
別
表
第
一
付
項
か
ら
伺
項
ま
で
、
伺
項
イ
、
村
項
、

ω項
イ
、

ぬ
項
イ
、
刊
利
引
コ
項
及
び
同
州
問
凶
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
地

階
に
設
け
る
厨
房
設
備
で
当
該
厨
房
設
備
の
入
力
と
同
一
厨
房
室
内

に
設
け
る
他
の
厨
房
設
備
の
入
力
の
合
計
が
三
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
の
も
の

(ロ)

付
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建

築
物
に
設
け
る
厨
房
設
備
で
当
該
厨
房
設
備
の
入
力
と
同
一
厨
房
室

内
に
設
け
る
他
の
厨
房
設
備
の
入
力
の
合
計
が
三
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
も
の

天
蓋
、
グ
リ
ス
除
去
装
置
及
び
火
炎
伝
送
防
止
装
置
は
、
容
易
に
清
掃

が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

四

天
蓋
及
び
天
蓋
と
接
続
す
る
排
気
ダ
ク
ト
内
の
油
脂
等
の
清
掃
を
行

い
、
火
災
予
防
上
支
障
の
な
い
よ
う
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
口

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
厨
房
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の

三
四
一
九



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
十
三
す
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
除

の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
第
三
条
第
三
項
の
規
定

中
「
入
力
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
厨
房
設
備
の
入
力
と
同
一
厨
房
室
内
に

設
け
る
他
の
厨
房
設
備
の
入
力
の
合
計
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(
ボ
イ
ラ
ー
)

第
四
条

ボ
イ
ラ
ー
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、
。

蒸
気
管
は
、
可
燃
性
の
壁
、
床
、
天
井
等
を
貫
通
す
る
部
分
及
び
こ
れ

ら
に
接
触
す
る
部
分
を
、
け
い
そ
う
土
そ
の
他
の
齢
熱
材
料
で
有
効
に
被

覆
す
る
こ
と
。

蒸
気
の
圧
力
が
異
常
に
上
昇
し
た
場
合
に
自
動
的
に
作
動
す
る
安
全
弁

そ
の
他
の
安
全
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

ボ
イ
ラ
ー
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
除

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
ス
ト
ー
ブ
)

第
五
条

ス
ト
ー
ブ

(
移
動
式
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

の
う
ち
、
国
体
燃
料
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
不
燃
材
料
で

造
っ
た
た
き
殻
受
け
を
付
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

じ
。
)

三
四
二

O

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

ス
ト
ー
ブ
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
十
一
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号

及
び
第
十
七
号
ホ
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
壁
付
暖
炉
)

第
六
条

壁
付
暖
炉
の
位
置
及
び
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ

4
4

工
‘
コ
£
、
。

I
T
P
V
d
T
L
 

背
面
及
び
側
面
と
壁
等
と
の
聞
に
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を

保
つ
こ
と
。

た
だ
し
、
壁
等
が
耐
火
構
造
で
あ
っ
て
、
間
柱
、
下
地
そ
の

他
主
要
な
部
分
を
準
不
燃
材
料
で
造
っ
た
も
の
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

厚
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
無
筋
コ

ン
ク
リ

l
ト
造
、
れ
ん
が
造
、
石
造
文
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
と

し
、
か
っ
、
背
面
の
状
況
を
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ

と

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
壁
付
暖
炉
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
一
号
、
第
七
号
及
び
第
九
号
か
ら

第
十
二
号
ま
で
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
乾
燥
設
備
)

第
七
条

乾
燥
設
備
の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

A 

〔
甲
府
広
域
二
四
〕



L、
。

乾
燥
物
品
が
直
接
熱
源
と
接
触
し
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

室
内
の
温
度
が
過
度
に
上
昇
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
乾
燥
設
備
に
あ
っ
て

は
、
非
常
警
報
装
置
文
は
熱
源
の
自
動
停
止
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

火
粉
が
混
入
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
燃
焼
排
気
に
よ
り
直
接
可
燃
性
の
物

品
を
乾
燥
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
乾
燥
室
内
に
火
粉
を
飛
散
し
な
い
構

造
と
す
る
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
乾
燥
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
除

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
サ
ウ
ナ
設
備
)

第
七
条
の
二

サ
ウ
ナ
室
に
設
け
る
放
熱
設
備
(
以
下
「
サ
ウ
ナ
設
備
」
と
い

う
。
)

の
位
置
及
び
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、
。

火
災
予
防
上
安
全
な
距
離
を
保
つ
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
を
除
き
、
建

築
物
等
及
び
可
燃
性
の
物
品
か
ら
火
災
予
防
上
安
全
な
距
離
と
し
て
対
象

火
気
設
備
等
及
び
対
象
火
気
器
具
等
の
離
隔
距
離
に
関
す
る
基
準
に
よ
り

得
ら
れ
る
距
離
以
上
の
距
離
を
保
つ
こ
と
。

サ
ウ
ナ
設
備
の
温
度
が
異
常
に
上
昇
し
た
場
合
に
直
ち
に
そ
の
熱
源
を

第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

A

〔
甲
府
広
域
二
三
〕

遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
動
及
び
自
動
の
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

サ
ウ
ナ
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理

2 
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二

号
ま
で
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
簡
易
湯
沸
設
備
)

第
八
条

簡
易
湯
沸
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第

三
条
(
第
一
項
第
六
号
、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十
四
号
及
び
第

十
五
号
、
第
二
項
第
五
号
並
び
に
第
三
項
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す

る
(
給
湯
湯
沸
設
備
)

第
八
条
の
二

給
湯
湯
沸
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
十
一
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
四
号
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
燃
料
電
池
発
電
設
備
)

第
八
条
の
三

屋
内
に
設
け
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
(
固
体
高
分
子
型
燃
料
電

池
、
リ
ン
酸
型
燃
料
電
池
、
溶
融
炭
酸
塩
型
燃
料
電
池
又
は
固
体
酸
化
物
型

燃
料
電
池
に
よ
る
発
電
設
備
で
あ
っ
て
火
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
第
三

項
及
び
第
五
項
、
第
十
七
条
の
二
並
び
に
第
四
十
四
条
第
十
号
に
お
い
て
同

じ
。
)

の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第

三
四
二
一



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

一
号
(
イ
を
除
く
。
)
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、

第
十
七
号
(
ハ
、

ワ
及
び
カ
を
除
く
。
)
、
第
十
八
号
及
び
第
十
八
号
の
三
並

び
に
第
二
項
第
一
号
、
第
十
一
条
第
一
項
(
第
七
号
を
除
く
。
)
並
び
に
第

十
二
条
第
一
項
(
第
二
号
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

2 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
屋
内
に
設
け
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
(
固

体
高
分
子
型
燃
料
電
池
文
は
国
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池
に
よ
る
発
電
設
備
で

あ
っ
て
火
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

同
じ
。
)

で
あ
っ
て
出
力
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
の
う
ち
、
改
質
器
の

温
度
が
過
度
に
上
昇
し
た
場
合
若
し
く
は
過
度
に
低
下
し
た
場
合
又
は
外
箱

の
換
気
装
置
に
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
自
動
的
に
燃
料
電
池
発
電
設
備
を
停

止
で
き
る
装
置
を
設
け
た
も
の
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
(
イ
を
除
く
。
)
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
五

号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
七
号
(
ハ
、

ワ
及
び
カ
を
除
く
。
)
、
第
十
八

号
及
び
第
十
八
号
の
三
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号
、
第
十
一
条
第

一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
並
び
に
第
十
二
条

第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

3 

屋
外
に
設
け
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
(
イ
を
除
く
。
)
、
第
二
号
、
第
四
号
、

第
五
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
七
号
(
ハ
、

ワ
及
び
カ
を
除

三
四
二
二
(
!
一
一
一
四
五
四
)

く
。
)
、
第
十
八
号
及
び
第
十
八
号
の
三
並
び
に
第
二
項
第
一
号
並
び
に
第
十

一
条
第
一
項
第
三
号
の
二
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で

(
第
七
号
を
除

く
。
)
並
び
に
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第

四
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

4 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
屋
外
に
設
け
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
で

あ
っ
て
出
力
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
の
う
ち
、
改
質
器
の
温
度
が
過
度

に
上
昇
し
た
場
合
若
し
く
は
過
度
に
低
下
し
た
場
合
又
は
外
箱
の
換
気
装
置

に
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
自
動
的
に
燃
料
電
池
発
電
設
備
を
停
止
で
き
る
装

置
を
設
け
た
も
の
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条

第
一
項
第
一
号
(
イ
を
除
く
。
)
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、

第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
七
号
(
ハ
、

ワ
及
び
カ
を
除
く
。
)
、
第
十
八
号
及

び
第
十
八
号
の
三
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号
、
第
十
一
条
第
一
項

第
八
号
及
び
第
十
号
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定

を
準
用
す
る
。

5 

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
燃
料
電
池
発
電
設
備
の
構
造
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
(
平

成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
)
第
三
十
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定

並
び
に
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
(
平
成
九
年
通
商
産

業
省
令
第
五
十
二
号
)
第
四
十
四
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

A
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(
掘
ご
た
つ
及
び
い
ろ
り
)

第
九
条

掘
ご
た
つ
の
火
床
又
は
い
ろ
り
の
内
面
は
、
不
燃
材
料
で
造
り
、

は
被
覆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

掘
ご
た
つ
及
び
い
ろ
り
の
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
四
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
ヒ
!
ト
ポ
ン
プ
冷
暖
房
機
)

第
九
条
の
二

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
冷
暖
房
機
の
内
燃
機
関
の
位
置
及
び
構
造
は
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

容
易
に
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

防
振
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

排
気
筒
を
設
け
る
場
合
は
、
防
火
上
有
効
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
冷
暖
房
機
の
内
燃
機
関

の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
(
第
一
項
第
十
号

か
ら
第
十
五
号
ま
で
、
第
十
八
号
、
第
十
八
号
の
二
及
び
第
十
九
号
、
第

項
第
五
号
並
び
に
第
三
項
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
火
花
を
生
ず
る
設
備
)

第
十
条

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
機
、
ゴ
ム
ス
プ
レ
ッ
ダ
!
、
起
毛
機
、
反
毛
機
そ
の

他
そ
の
操
作
に
際
し
、
火
花
を
生
じ
、

か
つ
、
可
燃
性
の
蒸
気
文
は
微
粉
を

放
出
す
る
設
備
(
以
下
「
火
花
を
生
ず
る
設
備
」
と
い
う
。
)

の
位
置
、
構

第
八
編

業
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予
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造
及
び
管
理
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

壁
、
天
井
(
天
井
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
屋
根
)
及
び
床
の
火
花

を
生
ず
る
設
備
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
で
し
た
室
内
に

設
け
る
こ
と
。

静
電
気
に
よ
る
火
花
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
静
電
気
を
有

効
に
除
去
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

可
燃
性
の
蒸
気
又
は
微
粉
を
有
効
に
除
去
す
る
換
気
装
置
を
設
け
る
こ

と
四

火
花
を
生
ず
る
設
備
の
あ
る
室
内
に
お
い
て
は
、
常
に
、
整
理
及
び
清

掃
に
努
め
る
と
と
も
に
、

み
だ
り
に
火
気
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

(
放
電
加
工
機
)

第
十
条
の
二

放
電
加
工
機
(
加
工
液
と
し
て
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る

危
険
物
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
)

の
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る

基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
工
槽
内
の
放
電
加
工
部
分
以
外
に
お
け
る
加
工
液
の
温
度
が
、
設
定

さ
れ
た
温
度
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
、
自
動
的
に
加
工
を
停
止
で
き
る

装
置
を
設
け
る
こ
と
。

加
工
液
の
液
面
の
高
さ
が
、
放
電
加
工
部
分
か
ら
液
面
ま
で
の
聞
に
必

要
最
小
限
の
間
隔
を
保
つ
た
め
に
設
定
さ
れ
た
液
面
の
高
さ
よ
り
低
下
し

三
四
三
五
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条
例
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た
場
合
に
お
い
て
、
自
動
的
に
加
工
を
停
止
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ

と
工
具
電
極
と
加
工
対
象
物
と
の
聞
の
炭
化
生
成
物
の
発
生
成
長
等
に
よ

る
異
常
を
検
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
自
動
的
に
加
工
を
停
止
で
き
る
装

置
を
設
け
る
こ
と
。

四

加
工
液
に
着
火
し
た
場
合
に
お
い
て
、
自
動
的
に
消
火
で
き
る
装
置
を

設
け
る
こ
と
。

2 

放
電
加
工
機
の
管
理
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、
。

引
火
点
七
十
度
未
満
の
加
工
液
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

吹
き
か
け
加
工
そ
の
他
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
法
に
よ
る
加

工
を
行
わ
な
い
こ
と
。

工
具
電
極
を
確
実
に
取
り
付
け
、
異
常
な
放
電
を
防
止
す
る
こ
と
。

四

必
要
な
点
検
及
び
整
備
を
行
い
、
火
災
予
防
上
有
効
に
保
持
す
る
こ

と

3 

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
放
電
加
工
機
の
位
置
、
構
造
及
び
管

理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
前
条
(
第
二
号
を
除
く
。
)

の
規
定
を
準
用
す

る
(
変
電
設
備
)

、

三
四
三
六

第
十
一
条

屋
内
に
設
け
る
変
電
設
備
(
全
出
力
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も

の
及
び
次
条
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
)

の
位
置
、
構
造
及
び

管
理
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
が
侵
入
し
、

又
は
浸
透
す
る
お
そ
れ
の
な
い
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

可
燃
性
文
は
腐
食
性
の
蒸
気
又
は
ガ
ス
が
発
生
し
、

又
は
滞
留
す
る
お

そ
れ
の
な
い
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

変
電
設
備
(
消
防
長
(
消
防
署
長
)
が
火
災
予
防
上
支
障
が
な
い
と
認

め
る
構
造
を
有
す
る
キ
ュ

i
ピ
ク
ル
式
の
も
の
を
除
く
。
)

は
、
不
燃
材

料
で
造
っ
た
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
(
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

は
り
又
は
屋
根
。
以
下
同
じ
。
)

で
区
画
さ
れ
、

か
っ
、
窓
及
び
出
入
口

に
防
火
戸
を
設
け
る
室
内
に
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
変
電
設
備
の
周
囲

に
有
効
な
空
間
を
保
有
す
る
等
防
火
上
支
障
の
な
い
措
置
を
講
じ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
の
二

キ
ュ

l
ピ
ク
ル
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
建
築
物
等
の
部
分
と
の

聞
に
換
気
、
点
検
及
び
整
備
に
支
障
の
な
い
距
離
を
保
つ
こ
と
。

第
三
号
の
壁
等
を
ダ
ク
ト
、

三
の
三

ケ
ー
ブ
ル
等
が
貫
通
す
る
部
分
に

は
、
す
き
間
を
不
燃
材
料
で
埋
め
る
等
火
災
予
防
上
有
効
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

四

屋
外
に
通
ず
る
有
効
な
換
気
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

A 
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五

見
や
す
い
箇
所
に
変
電
設
備
で
あ
る
旨
を
表
示
し
た
標
識
を
設
け
る
こ

と

....L. 

/， 

変
電
設
備
の
あ
る
室
内
に
は
、
係
員
以
外
の
者
を
み
だ
り
に
出
入
さ
せ

な
い
こ
と
。

七

変
電
設
備
の
あ
る
室
内
は
、
常
に
、
整
理
及
び
清
掃
に
努
め
る
と
と
も

に
、
油
ぼ
ろ
そ
の
他
の
可
燃
物
を
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
こ
と
。

f¥ 

定
格
電
流
の
範
囲
内
で
使
用
す
る
こ
と
。

九

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
と
し
て
消
防
長
が
指
定
す
る
も
の

に
必
要
に
応
じ
設
備
の
各
部
分
の
点
検
及
び
絶
縁
抵
抗
等
の
測
定
試
験
を

行
わ
せ
、
不
良
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
さ
せ
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、

か
っ
、
保
存
す
る
こ
と
。

十

変
圧
器
、

コ
ン
デ
ン
サ
ー
そ
の
他
の
機
器
及
び
配
線
は
、
堅
固
に
床
、

壁
、
支
柱
等
に
固
定
す
る
こ
と
。

2 

屋
外
に
設
け
る
変
電
設
備
(
柱
上
及
び
道
路
上
に
設
け
る
電
気
事
業
者
用

の
も
の
並
び
に
消
防
長
(
消
防
署
長
)
が
火
災
予
防
上
支
障
が
な
い
と
認
め

る
構
造
を
有
す
る
キ
ュ

l
ピ
ク
ル
式
の
も
の
を
除
く
。
)

に
あ
っ
て
は
、
建

築
物
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
不
燃
材
料
で
造
り
、

又
は
お
お
わ
れ
た
外
壁
で
開
口
部
の
な
い
も
の
に

面
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
八
編
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甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
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条
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3 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
屋
外
に
設
け
る
変
電
設
備
(
柱
上
及
び

道
路
上
に
設
け
る
電
気
事
業
者
用
の
も
の
を
除
く
。
)

の
位
置
、
構
造
及
び

管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
三
号
の
二
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
急
速
充
電
設
備
)

第
十
一
条
の
こ

急
速
充
電
設
備
(
電
気
を
設
備
内
部
で
変
圧
し
て
、
電
気
を

動
力
源
と
す
る
自
動
車
等
(
道
路
交
通
法
(
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五

号
)
第
二
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
自
動
車
又
は
同
項
第
十
号
に
規
定

す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)

に
充
電

す
る
設
備
(
全
出
力
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
及
び
全
出
力
五
十
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
)
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)

の
位
置
、
構
造

及
び
管
理
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
僅
体
は
不
燃
性
の
金
属
材
料
で
造
る
こ
と
。

堅
固
に
床
、
壁
、
支
柱
等
に
固
定
す
る
こ
と
。

雨
水
等
の
浸
入
防
止
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

充
電
を
開
始
す
る
前
に
、
急
速
充
電
設
備
と
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自

動
車
等
と
の
間
で
自
動
的
に
絶
縁
状
況
の
確
認
を
行
い
、
絶
縁
さ
れ
て
い

な
い
場
合
に
は
、
充
電
を
開
始
し
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五

急
速
充
電
設
備
と
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自
動
車
等
が
確
実
に
接
続
さ

三
四
三
七
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編
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区
広
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火
災
予
防
条
例
)

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
充
電
を
開
始
し
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

一_L.

/、

急
速
充
電
設
備
と
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自
動
車
等
の
接
続
部
に
電
圧

が
印
加
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
接
続
部
が
外
れ
な
い
よ
う
に
す
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七

漏
電
、
地
絡
及
び
制
御
機
能
の
異
常
を
自
動
的
に
検
知
す
る
構
造
と

し
、
漏
電
、
地
絡
又
は
制
御
機
能
の
異
常
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
急
速

充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

J¥ 

電
圧
及
び
電
流
を
自
動
的
に
監
視
す
る
構
造
と
し
、
電
圧
又
は
電
流
の

異
常
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
急
速
充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九

異
常
な
高
温
と
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
異
常
な
高
温
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
急
速
充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十

急
速
充
電
設
備
を
手
動
で
緊
急
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

十

自
動
車
等
の
衝
突
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十

急
速
充
電
設
備
の
う
ち
蓄
電
池
を
内
蔵
し
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
当
該
蓄
電
池
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ

電
圧
及
び
電
流
を
自
動
的
に
監
視
す
る
構
造
と
し
、
電
圧
又
は
電
流

の
異
常
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
急
速
充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ

三
四
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せ
る
こ
と
。

ロ

異
常
な
高
温
と
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
異
常
な
高
温
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
急
速
充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る
こ
と
。

十

急
速
充
電
設
備
の
周
囲
は
、
換
気
、
点
検
及
び
整
備
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

十
四

急
速
充
電
設
備
の
周
囲
は
、
常
に
、
整
理
及
び
清
掃
に
努
め
る
と
と

も
に
、
油
ぼ
ろ
そ
の
他
の
可
燃
物
を
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
急
速
充
電
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管

理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第

九
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備
)

第
十
二
条

屋
内
に
設
け
る
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備
の
位
置
及

び
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

容
易
に
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

防
振
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
床
上
文
は
台
上
に
設
け
る
こ
と
。

排
気
筒
は
、
防
火
上
有
効
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

四

発
電
機
、
燃
料
タ
ン
ク
そ
の
他
の
機
器
は
、
堅
固
に
床
、
壁
、
支
柱
等

に
固
定
す
る
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
屋
内
に
設
け
る
内
燃
機
関
を
原
動
力
と

A
〔
甲
府
広
域
二
一
二
〕



す
る
発
電
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第

一
項
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
の
三
並
び
に
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
十
七
号
ハ
中
「
た
き

口
」
と
あ
る
の
は
、
「
内
燃
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

3 

屋
外
に
設
け
る
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備
の
位
置
、
構
造
及

び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
の

三
、
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
二
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
並
び
に

第
二
項
並
び
に
本
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
三
条
第
一
項
第
十
七
中
ハ
中
「
た
き
口
」
と
あ
る
の
は
、
「
内
燃
機
関
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

4 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
屋
外
に
設
け
る
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
ピ

ス
ト
ン
式
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備
で
あ
っ
て
出
力
十
キ
ロ

ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
鋼
板

(
板
厚
が

0
・
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
)
製
の
外
箱
に
収

納
さ
れ
て
い
る
も
の
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三

条
第
一
項
第
一
号
(
イ
を
除
く
。
)
及
び
第
十
八
号
の
三
、
第
十
一
条
第
一

項
第
七
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
並
び
に
本
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

断
熱
材
又
は
防
音
材
を
使
用
す
る
場
合
は
、
難
燃
性
の
も
の
を
使
用
す

第
八
編
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守
匂
ト
」

Lι

。

換
気
口
は
、
外
箱
の
内
部
の
温
度
が
過
度
に
上
昇
し
な
い
よ
う
に
有
効

な
換
気
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、

か
つ
、
雨
水
等
の
浸
入
防
止

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

5 

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設

備
の
構
造
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を

定
め
る
省
令
第
二
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

(
蓄
電
池
設
備
)

第
十
三
条

屋
内
に
設
け
る
蓄
電
池
設
備
(
定
格
容
量
と
電
槽
数
の
積
の
合
計

が
四
千
八
百
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ

l
・
セ
ル
未
満
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同

じ
。
)

の
電
槽
は
、
耐
酸
性
の
床
上
文
は
台
上
に
、
転
倒
し
な
い
よ
う
に
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

'

』

Z
』

J

、

中
j
中
j
v
t
、

ア
ル
カ
リ
蓄
電
池
を
設
け
る
床
上
又
は

台
上
に
あ
っ
て
は
、
耐
酸
性
の
床
文
は
台
と
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
屋
内
に
設
け
る
蓄
電
池
設
備
の
位
置
、

構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
第
四
号
並
び
に
第
十
一
条
第

一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号
の
規
定
を
準
用
す

る
屋
外
に
設
け
る
蓄
電
池
設
備
は
、

雨
水
等
の
侵
入
防
止
の
措
置
を
講
じ
た

3 
キ
ュ

l
ピ
ク
ル
式
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
四
三
九
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編
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務
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甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

4 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
屋
外
に
設
け
る
蓄
電
池
設
備
の
位
置
、

構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
第
四
号
、
第
十
一
条
第
一
項

第
三
号
の
二
、
第
五
号
、
第
六
号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
二
項
並
び
に
本
条

第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
ネ
オ
ン
管
灯
設
備
)

第
十
四
条

ネ
オ
ン
管
灯
設
備
の
位
置
及
び
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

点
滅
装
置
は
、
低
圧
側
の
容
易
に
点
検
で
き
る
位
置
に
設
け
る
と
と
も

に
、
不
燃
材
料
で
造
っ
た
覆
い
を
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
無
接
点
継
電

器
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

変
圧
器
を
雨
の
か
か
る
場
所
に
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
屋
外
用
の

も
の
を
選
び
、
導
線
引
き
出
し
部
が
下
向
き
と
な
る
よ
う
に
設
け
る
こ

と
。
た
だ
し
、
雨
水
の
浸
水
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
措
置
を
講
じ
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

支
枠
そ
の
他
ネ
オ
ン
管
灯
に
近
接
す
る
取
付
け
材
に
は
、
木
材
(
難
燃

合
板
を
除
く
。
)

文
は
合
成
樹
脂
(
不
燃
性
及
び
難
燃
性
の
も
の
を
除

く
。
)
を
用
い
な
い
こ
と
。

四

壁
等
を
貫
通
す
る
部
分
の
碍
管
は
、
壁
等
に
固
定
す
る
こ
と
。

五

電
源
の
開
閉
器
は
、
容
易
に
操
作
し
や
す
い
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

ネ
オ
ン
管
灯
設
備
の
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
第
九

2 

=
一
四
四

O

号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
舞
台
装
置
等
の
電
気
設
備
)

第
十
五
条

舞
台
装
置
若
し
く
は
展
示
装
飾
の
た
め
に
使
用
す
る
電
気
設
備
又

は
工
事
、
農
事
等
の
た
め
に
一
時
的
に
使
用
す
る
電
気
設
備
(
以
下
「
舞
台

装
置
等
の
電
気
設
備
」
と
い
う
。
)

の
位
置
及
び
構
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基

準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

舞
台
装
置
文
は
展
示
装
飾
の
た
め
に
使
用
す
る
電
気
設
備
は
、
次
に
よ

る
こ
と
。

イ

電
灯
は
、
可
燃
物
を
過
熱
す
る
お
そ
れ
の
な
い
位
置
に
設
け
る
こ

と
ロ

電
灯
の
充
電
部
分
は
、
露
出
さ
せ
な
い
こ
と
。

電
灯
文
は
配
線
は
、
著
し
く
動
揺
し
、

文
は
脱
落
し
な
い
よ
う
に
取

ノ、

り
付
け
る
こ
と
。

ア
ー
ク
を
発
生
す
る
設
備
は
、
不
燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

ホ

一
の
電
線
を
二
以
上
の
分
岐
回
路
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

工
事
、
農
事
等
の
た
め
に
一
時
的
に
使
用
す
る
電
気
設
備
は
、
次
に
よ

司

h
v
-
」

'ζ

。

イ

分
電
盤
、
電
動
機
等
は
、
雨
雪
、
土
砂
等
に
よ
り
障
害
を
受
け
る
お

そ
れ
の
な
い
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

残
置
灯
設
備
の
電
路
に
は
、
専
用
の
開
閉
器
を
設
け
、

か
つ
、

ロ

A

〔
甲
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し
ゃ

ヒ
ュ
ー
ズ
を
設
け
る
等
自
動
遮
断
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

2 

舞
台
装
置
等
の
電
気
設
備
の
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一

項
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
避
雷
設
備
)

第
十
六
条

避
雷
設
備
の
位
置
及
び
構
造
は
、
消
防
長
が
指
定
す
る
日
本
工
業

規
格
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

避
雷
設
備
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
を
準

用
す
る
。

(
水
素
ガ
ス
を
充
て
ん
す
る
気
球
)

第
十
七
条

水
素
ガ
ス
を
充
て
ん
す
る
気
球
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
は
、
次

に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

煙
突
そ
の
他
火
気
を
使
用
す
る
施
設
の
付
近
に
お
い
て
掲
揚
し
、

文
は

け
い
留
し
な
い
こ
と
。

建
築
物
の
屋
上
で
掲
揚
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
屋
根
が
不
燃
材
料
で

造
っ
た
陸
屋
根
で
、
そ
の
最
小
幅
員
が
気
球
の
直
径
の
二
倍
以
上
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

掲
揚
に
際
し
て
は
、
掲
揚
綱
と
周
囲
の
建
築
物
又
は
工
作
物
と
の
聞
に

水
平
距
離
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
空
間
を
保
有
す
る
と
と
も
に
、
掲
揚
網
の

固
定
箇
所
に
さ
く
等
を
設
け
、
か
つ
、
立
入
を
禁
止
す
る
旨
を
標
示
す
る

」こし
ι
。
た
だ
し
、
前
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
の
屋
上
で
掲
揚

第
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編
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す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

気
球
の
容
積
は
、
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

'」、ょ
-

J

、

み
J
ふ

i
v
L

四
観
測
又
は
実
験
の
た
め
に
使
用
す
る
気
球
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

し、
。

五

風
圧
又
は
摩
擦
に
対
し
十
分
な
強
度
を
有
す
る
材
料
で
造
る
こ
と
。

-L.. 

/、

気
球
に
付
設
す
る
電
飾
は
、
気
球
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置

か
っ
、
充
電
部
分
が
露
出
し
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。
た

に
取
り
付
け
、

だ
し
、
過
熱
又
は
火
花
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
と
き

は
、
気
球
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

七

前
号
の
電
飾
に
使
用
す
る
電
線
は
、
断
面
積
が

0
・
七
五
平
方
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
(
文
字
網
の
部
分
に
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

0
・

五
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
)

の
も
の
を
用
い
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
以
下

(
文
字
網
の
部
分
に
使
用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

0
・
六
メ
ー
ト
ル
以

下
)
ご
と
及
び
分
岐
点
の
付
近
に
お
い
て
支
持
す
る
こ
と
。

J¥ 

気
球
の
地
表
面
に
対
す
る
傾
斜
角
度
が
四
十
五
度
以
下
と
な
る
よ
う
な

強
風
時
に
お
い
て
は
、
掲
揚
し
な
い
こ
と
。

九

水
素
ガ
ス
の
充
て
ん
又
は
放
出
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

屋
外
の
通
風
の
よ
い
場
所
で
行
う
こ
と
。

イロ

操
作
者
以
外
の
者
が
近
接
し
な
い
よ
う
に
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
こ

三
四
四
一
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と

ノ、

し
ゃ

電
飾
を
付
設
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
電
源
を
遮
断
し
て
行
う
こ

と
摩
擦
又
は
衝
撃
を
加
え
る
等
組
暴
な
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

ホ

水
素
ガ
ス
の
充
て
ん
に
際
し
て
は
、
気
球
内
に
水
素
ガ
ス
又
は
空
気

が
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
後
減
圧
器
を
使
用
し
て
行
う
こ

と

十

水
素
ガ
ス
が
九
十
容
量
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
詰
替
え
を
行
う
こ
と
。

十

掲
揚
中
又
は
け
い
留
中
に
お
い
て
は
、
看
視
人
を
置
く
こ
と
。

，』

z-

中

J
』

J

し
、
建
築
物
の
屋
上
そ
の
他
公
衆
の
立
ち
入
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
で
掲

揚
し
、

文
は
け
い
留
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十

多
数
の
者
が
集
合
し
て
い
る
場
所
に
お
い
て
運
搬
そ
の
他
の
取
扱
い

を
行
わ
な
い
こ
と
。

(
火
を
使
用
す
る
設
備
に
附
属
す
る
煙
突
)

第
十
七
条
の
ニ

火
を
使
用
す
る
設
備
(
燃
料
電
池
発
電
設
備
を
除
く
。
)

附
属
す
る
煙
突
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

構
造
又
は
材
質
に
応
じ
、
支
わ
く
、
支
線
、
腕
金
具
等
で
固
定
す
る
こ

と
可
燃
性
の
壁
、
床
、
天
井
等
を
貫
通
す
る
部
分
、
小
屋
裏
、
天
井
裏
、

三
四
四
二

床
裏
等
に
お
い
て
接
続
す
る
場
合
は
、
容
易
に
離
脱
せ
ず
、

か
っ
、
燃
焼

排
気
が
漏
れ
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

容
易
に
清
掃
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

四

火
粉
を
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
に
附
属
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
火
粉
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
の
有
効
な
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

五

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
煙
突
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
建
築

基
準
法
施
行
令
第
百
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
基
準
の
特
例
)

第
十
七
条
の
三

こ
の
節
の
規
定
は
、
こ
の
節
に
掲
げ
る
設
備
に
つ
い
て
、
消

防
長
又
は
消
防
署
長
が
、
当
該
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に
周
囲

の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
く
と
も
、

火
災
予
防
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
予
想
し
な
い
特
殊
の
設
備
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
る
場
合
と
同
等
以

上
の
効
力
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
節

火
を
使
用
す
る
器
具
及
び
そ
の
使
用
に
際
し
、
火

災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
器
具
の
取
扱
い
の
基

準

(
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
)

第
十
八
条

液
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
取
扱
い
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

A 

〔
甲
府
広
域
二
二
〕



よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

火
災
予
防
上
安
全
な
距
離
を
保
つ
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
を
除
き
、
建

築
物
等
及
び
可
燃
性
の
物
品
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
距
離
の
う
ち
、
火

災
予
防
上
安
全
な
距
離
と
し
て
消
防
長
(
消
防
署
長
)
が
認
め
る
距
離
以

上
の
距
離
を
保
つ
こ
と
。

イ

別
表
第
三
の
左
欄
に
掲
げ
る
種
類
等
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右

欄
に
掲
げ
る
距
離

ロ

対
象
火
気
設
備
等
及
び
対
象
火
気
器
具
等
の
離
隔
距
離
に
関
す
る
基

準
に
よ
り
得
ら
れ
る
距
離

可
燃
性
の
ガ
ス
又
は
蒸
気
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
で
使
用
す

ヲ

h
v
-」
'ζ

。

地
震
等
に
よ
り
容
易
に
可
燃
物
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
で
使

用
す
る
こ
と
。

四

地
震
等
に
よ
り
容
易
に
転
倒
文
は
落
下
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
な
状

態
で
使
用
す
る
こ
と
。

五

不
燃
性
の
床
上
又
は
台
上
で
使
用
す
る
こ
と
。

故
障
し
、
又
は
破
損
し
た
も
の
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

本
来
の
使
用
目
的
以
外
に
使
用
す
る
等
不
適
当
な
使
用
を
し
な
い
こ

_.__ 
/、七

と
l¥ 

本
来
の
使
用
燃
料
以
外
の
燃
料
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

A

〔
甲
府
広
域
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四
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九

器
具
の
周
囲
は
、
常
に
、
整
理
及
び
清
掃
に
努
め
る
と
と
も
に
、
燃
料

そ
の
他
の
可
燃
物
を
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
こ
と
。

十

燃
料
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
点
火
す
る
こ
と
。

使
用
中
は
、
器
具
を
移
動
さ
せ
、
文
は
燃
料
を
補
給
し
な
い
こ
と
。

漏
れ
、
文
は
あ
ふ
れ
た
燃
料
を
受
け
る
た
め
の
皿
を
設
け
る
こ
と
。

十十十

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
と
し
て
消
防
長
が
指
定
す
る
も

の
に
必
要
な
点
検
及
び
整
備
を
行
わ
せ
、
火
災
予
防
上
有
効
に
保
持
す
る

こル」。

2 

液
体
燃
料
を
使
用
す
る
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
に
あ
っ
て
は
、
前
項
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
地
震
等
に
よ
り
自
動
的
に
消
火
す
る
装
置
又
は
自
動
的
に

燃
料
の
供
給
を
停
止
す
る
装
置
を
設
け
た
も
の
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、
。(

固
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
)

第
十
九
条

固
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
取
扱
い
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
ゃ

火
鉢
に
あ
っ
て
は
、
底
部
に
、
遮
熱
の
た
め
の
空
間
を
設
け
、

文
は
砂

等
を
入
れ
て
使
用
す
る
こ
と
。

置
ご
た
つ
に
あ
っ
て
は
、
火
入
容
器
を
金
属
以
外
の
不
燃
材
料
で
造
っ

た
台
上
に
置
い
て
使
用
す
る
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
固
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
取
扱
い

三
四
四
三



第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

の
基
準
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
を
準

用
す
る
。

(
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
)

第
二
十
条

気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
に
接
続
す
る
金
属
管
以
外
の
管
は
、

そ
の
器
具
に
応
じ
た
適
当
な
長
さ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
取
扱
い

の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定

を
準
用
す
る
。

(
電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具
)

第
二
十
一
条

電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具
の
取
扱
い
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
電
し
た
状
態
で
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
こ
と
。

安
全
装
置
は
、

み
だ
り
に
取
り
は
ず
し
、

又
は
そ
の
器
具
に
不
適
合
な

も
の
と
取
り
替
え
な
い
こ
と
。

2 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具
の
取
扱
い
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
九

号
の
規
定
(
器
具
の
表
面
に
可
燃
物
が
触
れ
た
場
合
に
当
該
可
燃
物
が
発
火

す
る
お
そ
れ
の
な
い
器
具
に
あ
っ
て
は
、
同
項
第
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第

七
号
ま
で
の
規
定
に
限
る
。
)
を
準
用
す
る
。

(
使
用
に
際
し
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
器
具
)

三
四
四
四

第
二
十
二
条

火
消
つ
ぽ
そ
の
他
使
用
に
際
し
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る

器
具
の
取
扱
い
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七

号
ま
で
及
び
第
九
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
基
準
の
特
例
)

第
二
十
二
条
の
二

こ
の
節
の
規
定
は
、
こ
の
節
に
掲
げ
る
器
具
に
つ
い
て
、

消
防
長
文
は
消
防
署
長
が
、
当
該
器
具
の
取
扱
い
及
び
周
囲
の
状
況
か
ら
判

断
し
て
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
く
と
も
、
火
災
予
防
上
支

障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
文
は
予
想
し
な
い
特
殊
の
器
具
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
る
場
合
と
同
等
以
上
の
効
力
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
節

火
の
使
用
に
関
す
る
制
限
等

(
喫
煙
等
)

第
二
十
三
条

次
に
掲
げ
る
場
所
で
、
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
す
る
場

所
に
お
い
て
は
、
喫
煙
し
、
若
し
く
は
裸
火
を
使
用
し
、
又
は
当
該
場
所
に

火
災
予
防
上
危
険
な
物
品
を
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
特
に
必

要
な
場
合
に
お
い
て
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
火
災
予
防
上
支
障
が
な
い
と

認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
若
し
く
は
集
会
場
(
以

下
「
劇
場
等
」
と
い
う
。
)
の
舞
台
又
は
客
席

百
貨
庖
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
そ
の
他
の
物
品
販
売
業
を
営
む
居
舗
又
は
展
示

A

〔
甲
府
広
域
二
四
〕



場
(
以
下
「
百
貨
庖
等
」
と
い
う
。
)

の
売
場
又
は
展
示
部
分

四

文
化
財
保
護
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
〉
の
規
定
に

よ
っ
て
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
若
し
く
は
重
要
な

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
旧
重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法

律
(
昭
和
八
年
法
律
第
四
十
三
号
〉
の
規
定
に
よ
っ
て
重
要
美
術
品
と
し

て
認
定
さ
れ
た
建
造
物
の
内
部
又
は
周
囲

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合

に
人
命
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

2 

前
項
の
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
す
る
場
所
に
は
、
客
席
の
前
面
そ

の
他
の
見
や
す
い
箇
所
に

「
禁
煙
」
、
「
火
気
厳
禁
」

又
は
「
危
険
物
品
持
込

み
厳
禁
」
と
表
示
し
た
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
標
識
の
色
は
、
地
を
赤
色
、
文
字
を
白
色
と
す
る
も
の
と
す
る
。

3 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
併
せ
て
図
記
号
に
よ
る
標
識
を
設
け
る
と
き

は
、
別
表
第
七
に
定
め
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4 

第
一
項
の
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
す
る
場
所
〈
同
項
第
三
号
に
掲

げ
る
場
所
を
除
く
。
)
を
有
す
る
防
火
対
象
物
の
関
係
者
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ

当
該
防
火
対
象
物
内
に
お
い
て
全
面
的
に
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場

A 
口

当
該
防
火
対
象
物
内
に
お
い
て
全
面
的
に
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

D
〔
甲
府
広
域
二
ハ
〕

旨
の
標
識
の
設
置
そ
の
他
の
当
該
防
火
対
象
物
内
に
お
け
る
全
面
的
な
喫

煙
の
禁
止
を
確
保
す
る
た
め
に
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
火
災
予
防
上
必

要
と
認
め
る
措
置

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

喫
煙
所
の
設
置
及
び
当
該
喫
煙
所
に
お
け
る
「
喫
煙
所
」
と
表
示
し
た
標

識
の
設
置
(
併
せ
て
図
記
号
に
よ
る
標
識
を
設
け
る
と
き
は
、
別
表
第
七

適
当
な
数
の
吸
殻
容
器
を
設
け
た

に
定
め
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
)

5 

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
劇
場
等
の
喫
煙
所
は
、
階
ご
と

に
客
席
及
び
廊
下
(
通
行
の
用
に
供
し
な
い
部
分
を
除
く
。
)
以
外
の
場
所

に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
劇
場
等
の
一
部
の
階
に
お
い
て
全

面
的
に
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
旨
の
標
識
の
設
置
そ
の
他
の
当
該
階
に
お

け
る
全
面
的
な
喫
煙
の
禁
止
を
確
保
す
る
た
め
に
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が

火
災
予
防
上
必
要
と
認
め
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
当
該
階
に
お
い
て
喫

煙
所
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

6 

前
項
の
喫
煙
所
の
床
面
積
の
合
計
は
、
客
席
の
床
面
積
の
合
計
の
三
十
分

の
一
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
消
防
長
又
は
消
防
署
長

が
、
当
該
場
所
の
利
用
状
況
等
か
ら
判
断
し
て
、
火
災
予
防
上
支
障
が
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

7 

第
一
項
の
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
指
定
す
る
場
所
の
関
係
者
は
、
当
該

場
所
で
喫
煙
し
、
若
し
く
は
裸
火
を
使
用
し
、

又
は
当
該
場
所
に
火
災
予
防

三
四
四
五
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八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

上
危
険
な
物
品
を
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
制

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
空
地
及
び
空
家
の
管
理
〉

第
二
十
四
条

空
地
の
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
当
該
空
地
の
枯
草

等
の
燃
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
物
件
の
除
去
そ
の
他
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

空
家
の
所
有
者
又
は
管
理
者
は
、
当
該
空
家
へ
の
侵
入
の
防
止
、
周
囲
の

燃
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
物
件
の
除
去
そ
の
他
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
た
き
火
〉

第
二
十
五
条

可
燃
性
の
物
品
そ
の
他
の
可
燃
物
の
近
く
に
お
い
て
は
、

た
き

火
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

2 

た
き
火
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
消
火
準
備
そ
の
他
火
災
予
防
上
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
が
ん
具
用
煙
火
〉

第
二
十
六
条

が
ん
具
用
煙
火
は
、
火
災
予
防
上
支
障
の
あ
る
場
所
で
消
費
し

て
は
な
ら
な
い
。

2 

が
ん
具
用
煙
火
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、
炎
、
火

3 
花
又
は
高
温
体
と
の
接
近
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八

三
四
四
六

号
〉
第
九
十
一
条
第
二
号
で
定
め
る
数
量
の
五
分
の
一
以
上
同
号
で
定
め
る

数
量
以
下
の
が
ん
具
用
煙
火
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て

は
、
ふ
た
の
あ
る
不
燃
性
の
容
器
に
入
れ
る
か
、

又
は
防
炎
処
理
を
施
し
た

お
お
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
化
学
実
験
室
等
)

化
学
実
験
室
、
薬
局
等
に
お
い
て
危
険
物
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
物
品
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
十
条
、
第
三

十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
及
び
第
二
項
第
一
号
並
び

第
二
十
七
条

に
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
ほ

か
、
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
作
業
中
の
防
火
管
理
〉

第
二
十
八
条

ガ
ス
若
し
く
は
電
気
に
よ
る
溶
接
作
業
、
自
動
車
の
解
体
等
の

溶
断
作
業
、

グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
等
に
よ
る
火
花
を
発
す
る
作
業
、

ト

l
チ
一
フ
ン

プ
等
に
よ
る
加
熱
作
業
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
溶
解
作
業
又
は
鋲
打
作
業

〈
以
下
「
溶
接
作
業
等
」
と
い
う
。
)
は
、
可
燃
性
の
物
品
の
附
近
に
お
レ
て

2 
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

自
動
車
の
解
体
作
業
に
お
い
て
は
、
溶
断
作
業
を
行
う
前
に
燃
料
等
の
可

3 
燃
性
物
品
の
除
去
及
び
消
火
用
具
の
準
備
を
行
い
、
か
っ
、
除
去
し
た
燃
料

等
の
適
切
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

溶
接
作
業
等
を
行
う
場
合
は
、
火
花
の
飛
散
、
接
炎
等
に
よ
る
火
災
の
発

D
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生
を
防
止
す
る
た
め
、
湿
砂
の
散
布
、
散
水
、
不
燃
材
料
に
よ
る
齢
熱
又
は

可
燃
性
物
品
の
除
去
及
び
作
業
後
の
点
検
そ
の
他
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
(
同
表
閃
項
か
ら
伺
項
ま
で
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
以
下
第
四
十
条
及
び
第
四
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
J

及
び

こ
れ
ら
の
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
す
る
た
め
工
事
中
の
建
築
物
そ
の
他
の

工
作
物
に
お
い
て
、
可
燃
性
の
蒸
気
若
し
く
は
ガ
ス
を
著
し
く
発
生
す
る
物

品
を
使
用
す
る
作
業
又
は
爆
発
性
若
し
く
は
可
燃
性
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発

生
す
る
作
業
を
行
う
場
合
は
、
換
気
又
は
除
じ
ん
、
火
気
の
制
限
、
消
火
用

具
の
準
備
、
作
業
後
の
点
検
そ
の
他
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

5

作
業
現
場
に
お
い
て
は
、
火
災
予
防
上
安
全
な
場
所
に
吸
艇
容
器
を
設

け
、
当
該
場
所
以
外
の
場
所
で
は
喫
煙
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
節
火
災
に
関
す
る
警
報
の
発
令
中
に
お
け
る
火
の
使

用
の
制
限

(
火
災
に
関
す
る
警
報
の
発
令
中
に
お
け
る
火
の
使
用
の
制
限
〉

第
二
十
九
条
火
災
に
関
す
る
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
火
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
山
林
、
原
野
等
に
お
い
て
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

煙
火
を
消
費
し
な
い
こ
と
。

屋
外
に
お
い
て
火
遊
び
又
は
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

第
八
編
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屋
外
に
お
い
て
は
、
引
火
性
又
は
爆
発
性
の
物
品
そ
の
他
の
可
燃
物
の

附
近
で
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

五
山
林
、
原
野
等
の
場
所
で
、
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
大
で
あ
る
と

認
め
て
消
防
長
が
指
定
し
た
区
域
内
に
お
い
て
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

六
残
火
〈
た
ば
こ
の
吸
殻
を
含
む
。
〉
、
取
灰
又
は
火
粉
を
始
末
す
る
こ

'f}

。

四七

屋
内
に
お
い
て
裸
火
を
使
用
す
る
と
き
は
、
窓
、
出
入
口
等
を
閉
じ
て

行
う
こ
と
。

第
三
章
の
二

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る

基
準
等

(
住
宅
用
防
災
機
器
)

第
二
十
九
条
の
ニ
住
宅
(
法
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
を
い

う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
関
係
者
(
住
宅
の
所
有
者
、
管
理
者

又
は
占
有
者
を
い
う
。
)
は
、
次
条
及
び
第
二
十
九
条
の
四
に
定
め
る
基
準

に
従
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
住
宅
用
防
災
機
器
を
設
置
し
、
及
び

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
住
宅
用
防
災
警
報
器
(
令
第
五
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
住
宅
用
防

災
警
報
器
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
)

二
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
(
令
第
五
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
住
宅
用

防
災
報
知
設
備
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
)

(
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
〉

三
四
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第
二
十
九
条
の
三
住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分
(
第

二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分
に
あ
っ
て
は
、
令
別
表
第
一

五
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
十
六
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
住
宅

の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
う
ち
、
も
っ
ぱ
ら
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
べ
き

住
宅
の
部
分
以
外
の
部
分
で
あ
っ
て
は
、
廊
下
、
階
段
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

l
ル
、
機
械
室
、
管
理
事
務
所
そ
の
他
入
居
者
の
共
同
の

福
祉
の
た
め
に
必
要
な
共
用
部
分
を
除
く
。
〉
に
設
け
る
こ
と
。

一
就
寝
の
用
に
供
す
る
居
室
(
建
築
基
準
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る

居
室
を
い
う
。
第
四
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
〉

二
前
号
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分
が
存
す
る
階
(
避
難
階
(
建
築
基
準
法
施

行
令
第
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
避
難
階
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
)
を
除
く
。
)
か
ら
直
下
階
に
通
ず
る
階
段
(
屋
外
に
設
け
ら

れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
上
端

三
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
号
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分
が
存

す
る
階
(
避
難
階
か
ら
上
方
に
数
え
た
階
数
が
二
以
上
で
あ
る
階
に
限

る
。
)
か
ら
下
方
に
数
え
た
階
数
が
二
で
あ
る
階
に
直
上
階
か
ら
通
ず
る

階
段
の
下
端
(
当
該
階
段
の
上
端
に
住
宅
用
防
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
場
合
を
除
く
。
)

四
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
号
に
掲
げ
る
住
宅

の
部
分
が
避
難
階
の
み
に
存
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
居
室
が
存
す
る
最
上

階
(
避
難
階
か
ら
上
方
に
数
え
た
階
数
が
二
以
上
で
あ
る
階
に
限
る
。
)

三
四
四
八

五
か
ら
直
下
階
に
通
ず
る
階
段
の
上
端

前
回
号
の
規
定
に
よ
り
住
宅
用
防
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
る
階
以
外
の

階
の
う
ち
、
床
面
積
が
七
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
居
室
が
五
以
上
存

す
る
階
(
こ
の
号
に
お
い
て
「
当
該
階
」
と
い
う
。
)
の
次
に
掲
げ
る
レ
ず

れ
か
の
住
宅
の
部
分

2 

廊
下

廊
下
が
存
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
階
か
ら
直
下
階
に
通
ず

る
階
段
の
上
端

ハ
廊
下
及
び
直
下
階
が
存
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
階
の
直
上

階
か
ら
当
該
階
に
通
ず
る
階
段
の
下
端

住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
天
井
又
は
壁
の
屋
内
に
面
す
る
部
分
(
天
井
の

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
屋
根
又
は
壁
の
屋
内
に
面
す
る
部
分
。
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
)
の
次
の
い
ず
れ
か
の
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

一
壁
又
は
は
り
か
ら

0
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
天
井
の
屋
内
に
面
す

る
部
分

二
天
井
か
ら
下
方

0
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上

0
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
位

置
に
あ
る
壁
の
屋
内
に
面
す
る
部
分

住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
換
気
口
等
の
空
気
吹
出
し
口
か
ら
、
一
・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分
の
区
分

に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
種
別
の
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

イロ
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の第 る並第
部一 住びー

住
分項第 宅に項第

の第
宅五 部五一

すo 分号号
イ ロか の

及ら

掲げ
び第 部
ハ四

る に号
分

住 掲ま
宅 げで

警い第(イ う条第 器章総格災宅光
報う二住オ 等に務を報用電 住
器 J 条宅ン こ 四 規 お 省 定 知 防 式 宅

又 第用化式 の号格い令め設災住 用
は二防 表に省て第る傭警宅 防
光 号災住 に掲げ 令「十省に報用 災

電に警報 宅 お 」住一令係器防 警

式掲げ 用 いると宅号(る及災 報
住器防 てもい用。平技び警 器

宅 る規警災 同 mりう防災 以成術住報 の

用も格省 じ J 下十上宅器 種
防の 報 J を第警こ七の用( ~Ij 
災を令器 い二報の年規防住

5 

住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
規
格
省
令
に
定
め
る
技

術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6 

住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
前
五
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

基
準
に
よ
り
設
置
し
、
及
び
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
電
源
に
電
池
を
用
い
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
住
宅

用
防
災
警
報
器
を
有
効
に
作
動
で
き
る
電
圧
の
下
限
値
と
な
っ
た
旨
が
表

示
さ
れ
、

文
は
音
響
に
よ
り
伝
達
さ
れ
た
場
合
は
、
適
切
に
電
池
を
交
換
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甲
府
広
域
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四
〕

す
る
こ
と
。

電
源
に
電
池
以
外
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
力
を
用
い
る
住
宅
用
防
災
警
報

器
に
あ
っ
て
は
、
正
常
に
電
力
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

電
源
に
電
池
以
外
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
力
を
用
い
る
住
宅
用
防
災
警
報

器
の
電
源
は
、
分
電
盤
と
の
聞
に
開
閉
器
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
配
線
か

《
り
と
る
こ
と
。

四

電
源
に
用
い
る
配
線
は
、
電
気
工
作
物
に
係
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
こ

L」。
自
動
試
験
機
能
(
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
五
号
に

規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
有
し
な
い
住
宅
用

防
災
警
報
器
に
あ
っ
て
は
、
交
換
期
限
が
経
過
し
な
い
よ
う
、
適
切
に
住

宅
用
防
災
警
報
器
を
交
換
す
る
こ
と
。

六
自
動
試
験
機
能
を
有
す
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
っ
て
は
、
機
能
の

異
常
が
表
示
さ
れ
、
文
は
音
響
に
よ
り
伝
達
さ
れ
た
場
合
は
、
適
切
に
住

宅
用
防
災
警
報
器
を
交
換
す
る
こ
と
。

(
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
)

第
二
十
九
条
の
四
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
の
感
知
器
(
火
災
報
知
設
備
の
感

知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
(
昭
和
五
十
六
年

自
治
省
令
第
十
七
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
感
知
器
等
規
格
省
令
」
と

い
う
。
)
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
「
感
知
器
」
と
い
う
。
)
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分

五

三
四
四
九
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八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

に
設
け
る
こ
と
。

2 

感
知
器
は
、
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

3 

感
知
器
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
種
別
の
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

住宅 前 害毛裏第の条第 る並 住
部 一 住びー
分 項 宅に項第 宅

第 の第
五 部五一 の
号 分号号
イ ロか 部

及ら

掲げ
び第 分
ハ四

る に号

は験項知八( イ に合定等に知光
光電 にで器号感オ お格め規掲げ 器電 感

合定等に知ン いする格省 等式
式格め規掲げ 器化 てるー る規ス 知
スする格省 等式 同も種第令も格省 ポ
ポるー る規ス じ の 又 の ツ 器

ッも種令第も格省令 ポ J には十の第令ト
トの文の ツ 限二七う 型 の
型に は 十 の ト る種条第 ち二感
知感限二六う第型 。の 、条第九 知 種

る種条第ち二知感 のこ試験項知感 器器 J の、条 ，ijlj 
又試二感第器 表にで器号感

4 

住
宅
用
防
災
報
知
設
備
は
、
そ
の
部
分
で
あ
る
法
第
二
十
一
条
の
二
第

項
の
検
定
対
象
機
械
器
具
等
で
令
第
三
十
七
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
検
定
対
象
機
械
器
具

三
四
五

O

等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
法
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
技
術
上
の
規
格

に
、
そ
の
部
分
で
あ
る
補
助
警
報
装
置
に
つ
い
て
は
住
宅
用
防
災
警
報
器
等

規
格
省
令
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
、
そ
れ
ぞ
れ
適
合
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

住
宅
用
防
災
報
知
設
備
は
、
前
四
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
基
準
に
よ
り
設
置
し
、
及
び
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
受
信
機
(
受
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
(
昭
和
五
十

六
年
自
治
省
令
第
十
九
号
)
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
は
、
操
作
に
支
障
が
生
じ
ず
、
か
っ
、
住
宅

の
内
部
に
い
る
者
に
対
し
、
有
効
に
火
災
の
発
生
を
報
知
で
き
る
場
所
に

設
け
る
こ
と
。

5 

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
住
宅
の
部
分
が
存
す
る
階
に
受
信
機
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
住
宅
の
内
部
に
い
る
者
に
対
し
、

有
効
に
火
災
の
発
生
を
報
知
で
き
る
よ
う
に
、
当
該
階
に
補
助
警
報
装
置

を
設
け
る
こ
と
。

感
知
器
と
受
信
機
と
の
聞
の
信
号
を
配
線
に
よ
り
送
信
し
、
又
は
受
信

す
る
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
あ
っ
て
は
、
当
該
配
線
の
信
号
回
路
に
つ

い
て
容
易
に
導
通
試
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
措
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
配
線
が
感
知
器
か
ら
は
ず
れ
た
場
合
又
は
配
線
に
断
線

が
あ
っ
た
場
合
に
受
信
機
が
自
動
的
に
警
報
を
発
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

A 

〔
甲
府
広
域
二
四
〕



四

感
知
器
と
受
信
機
と
の
間
の
信
号
を
無
線
に
よ
り
送
信
し
、
文
は
受
信

す
る
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
あ
っ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ
感
知
器
と
受
信
機
と
の
聞
に
お
い
て
確
実
に
信
号
を
送
信
し
、
又
は

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
に
感
知
器
及
び
受
信
機
を
設
け
る
こ

・と。
受
信
機
に
お
い
て
信
号
を
受
信
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

住
宅
用
防
災
報
知
設
備
は
、
受
信
機
そ
の
他
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易

に
消
え
な
い
よ
う
感
知
器
の
交
換
期
限
を
明
示
す
る
こ
と
。

六
前
条
第
六
項
第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
の
規
定
は
感
知
器
に
つ
い

て
、
同
条
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
は
住
宅
用
防
災
報
知
設

備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(
設
置
の
免
除
)

第
二
十
九
条
の
五
前
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と

き
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
設
備
の
有
効
範
囲
内
の
住
宅
の
部
分
に
つ
い
て

住
宅
用
防
災
警
報
器
又
は
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
」
と
い
う
。
)
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
文
は
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
住
宅
の
部

分
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
(
標
示
温
度
が
七
十
五
度
以
下
で
作
動
時
聞

が
六
十
秒
以
内
の
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
備
え
て
い
る
も
の

に
限
る
。
)
を
令
第
十
二
条
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
文
は
当

ロ
五
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二

該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た
と
き

二
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
又
は
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
住
宅
の
部

分
に
自
動
火
災
報
知
設
備
を
令
第
二
十
一
条
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に

従
い
、
文
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た
と
き

三
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
又
は
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
住
宅
の
部

分
に
共
同
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
特
定
共
同
住
宅
等
に
お
け
る

必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に

関
す
る
省
令
(
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
四
十
号
。
以
下
「
特
定
共
同
住

宅
等
省
令
」
と
い
う
。
)
第
三
条
第
三
項
第
二
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基

準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た
と
き
。

四
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
文
は
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
住
宅
の
部

分
に
共
同
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
特
定
共
同
住
宅
等
省
令
第
三
条

第
三
項
第
三
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
文
は
当
該
技
術
上
の

基
準
の
例
に
よ
り
設
置
し
た
と
き
。

五
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
又
は
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
住
宅
の
部

分
に
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
特
定
共
同
住
宅
等
省
令
第
三
条
第
三

項
第
四
号
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準

の
例
に
よ
り
設
置
し
た
と
き
。

六
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
又
は
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
住
宅
の
部

分
に
複
合
型
居
住
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
を
複
合
型
居
住
施
設
に
お

け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備

三
四
五
一
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業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

等
に
関
す
る
省
令
(
平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第
七
号
)
第
三
条
第
二
項

に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
い
、
又
は
当
該
技
術
上
の
基
準
の
例
に
よ

り
設
置
し
た
と
き
。

(
基
準
の
特
例
)

第
二
十
九
条
の
六
第
二
十
九
条
の
こ
か
ら
第
二
十
九
条
の
四
ま
で
の
規
定

は
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
に
つ
い
て
、
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
、
住
宅

の
位
置
、
構
造
文
は
設
備
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
に
よ
ら
な
く
と

も
、
住
宅
に
お
け
る
火
災
の
発
生
又
は
延
焼
の
お
そ
れ
が
著
し
く
少
な
く
、

か
っ
、
住
宅
に
お
け
る
火
災
に
よ
る
被
害
を
最
少
限
度
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
認
め
る
と
き
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

(
住
宅
に
お
け
る
火
災
の
予
防
の
推
進
)

第
二
十
九
条
の
七
消
防
長
文
は
消
防
署
長
は
、
住
宅
に
お
け
る
火
災
の
予
防

を
推
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
施
策
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一
住
宅
に
お
け
る
出
火
防
止
、
火
災
の
早
期
発
見
、
初
期
消
火
、
延
焼
防

止
、
通
報
、
避
難
等
に
資
す
る
住
宅
用
防
災
機
器
そ
の
他
の
物
品
、
機
械

器
具
及
び
設
備
の
普
及
の
促
進

二
住
民
の
自
主
的
な
防
災
組
織
が
行
う
住
宅
に
お
け
る
火
災
の
予
防
に
資

す
る
活
動
の
促
進

2

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
管
内
住
民
は
、
住
宅
に
お
け
る
火
災
の
予

防
を
推
進
す
る
た
め
、
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
住
宅
の
部
分
の

三
四
五
二
(
!
一
二
四
六
二
)

ほ
か
、
台
所
そ
の
他
の
火
災
発
生
の
お
そ
れ
が
大
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
住

宅
の
部
分
に
お
け
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
設
置
に
努
め
る
も
の
と
す

る。

指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
及
び
指
定
可
燃
物
の
貯
蔵

及
び
取
扱
い
の
技
術
上
の
基
準
等

第
一
節
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の

技
術
上
の
基
準
等

(
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
基
準
)

第
三
十
条
法
第
九
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

(
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
)
で
定
め
る
数
量
(
以
下
「
指
定
数

量
」
と
い
う
。
)
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
所
に
お
い
て
は
、
み
だ
り
に
火

気
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

二
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
所
に
お
い
て
は
、
常
に
整
理
及

び
清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、
み
だ
り
に
空
箱
そ
の
他
の
不
必
要
な
物
件
を

置
か
な
い
こ
と
。

三
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
危
険
物

が
漏
れ
、
あ
ふ
れ
、
文
は
飛
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

Lι

。 第
四
章

四

危
険
物
を
容
器
に
収
納
し
て
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
と
き
は
、
そ
の

容
器
は
、
当
該
危
険
物
の
性
質
に
適
応
し
、
か
っ
、
破
損
、
腐
食
、

さ
げ

A
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め
等
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て

は
、
み
だ
り
に
転
倒
さ
せ
、
落
下
さ
せ
、
衝
撃
を
加
え
、
又
は
引
き
ず
る

等
粗
暴
な
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

六
危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て

は
、
地
震
等
に
よ
り
、
容
易
に
容
器
が
転
落
し
、
若
し
く
は
転
倒
し
、
又

は
他
の
落
下
物
に
よ
り
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

冒と。
(
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱

い
の
技
術
上
の
基
準
等
)

第
三
十
一
条
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵

及
び
取
扱
い
並
び
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設

備
は
、
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
八
ま
で
に

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
の
二
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の

貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。た

め
ま
す
又
は
油
分
離
装
置
に
た
ま
っ
た
危
険
物
は
、
あ
ふ
れ
な
い
よ

う
に
随
時
く
み
上
げ
る
こ
と
。

二
危
険
物
文
は
危
険
物
の
く
ず
、
か
す
等
を
廃
棄
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ

ら
の
性
質
に
応
じ
、
安
全
な
場
所
に
お
い
て
、
他
に
危
害
文
は
損
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

第
八
編

業
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三
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
所
で
は
、
当
該
危
険
物
の
性
質

に
応
じ
、
遮
光
又
は
換
気
を
行
う
こ
と
。

四
危
険
物
は
、
温
度
計
、
湿
度
計
、
圧
力
計
そ
の
他
の
計
器
を
監
視
し

て
、
当
該
危
険
物
の
性
質
に
応
じ
た
適
正
な
温
度
、
湿
度
又
は
圧
力
を
保

つ
よ
う
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
こ
と
。

五
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、
危
険
物
の
変

質
、
異
物
の
混
入
等
に
よ
り
、
当
該
危
険
物
の
危
険
性
が
増
大
し
な
い
よ

う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
危
険
物
が
残
存
し
、
又
は
残
存
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
設
備
、
機
械

器
具
、
容
器
等
を
修
理
す
る
場
合
は
、
安
全
な
場
所
に
お
い
て
、
危
険
物

を
安
全
に
除
去
し
た
後
に
行
う
こ
と
。

七
可
燃
性
の
液
体
、
可
燃
性
の
蒸
気
若
し
く
は
可
燃
性
の
ガ
ス
が
漏
れ
、

若
し
く
は
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
文
は
可
燃
性
の
微
粉
が
著
し
く

浮
遊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
は
、
電
線
と
電
気
器
具
と
を
完
全
に
接

続
し
、
か
つ
、
火
花
を
発
す
る
機
械
器
具
、
工
具
、
履
物
等
を
使
用
し
な

い
こ
と
。

八
危
険
物
を
保
護
液
中
に
保
存
す
る
場
合
は
、
当
該
危
険
物
が
保
護
液
か

ら
露
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

九
接
触
文
は
混
合
に
よ
り
発
火
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
物
と
危
険
物
そ

の
他
の
物
品
は
、
相
互
に
近
接
し
て
置
か
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
接
触
又

は
混
合
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
危
険
物
を
加
熱
し
、
又
は
乾
燥
す
る
場
合
は
、
危
険
物
の
温
度
が
局
部

三
四
六
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的
に
上
昇
し
な
い
方
法
で
行
う
こ
と
。

十
一
危
険
物
を
詰
め
替
え
る
場
合
は
、
防
火
上
安
全
な
場
所
で
行
う
こ

'ζ

。

十
二
吹
付
塗
装
作
業
は
、
防
火
上
有
効
な
隔
壁
で
区
画
さ
れ
た
場
所
等
安

全
な
場
所
で
行
う
こ
と
。

十
三
焼
入
れ
作
業
は
、
危
険
物
が
危
険
な
温
度
に
達
し
な
い
よ
う
に
し
て

行
う
こ
と
。

十
四

染
色
文
は
洗
浄
の
作
業
は
、
可
燃
性
の
蒸
気
の
換
気
を
よ
く
し
て
行

う
と
と
も
に
、
廃
液
を
み
だ
り
に
放
置
し
な
い
で
安
全
に
処
置
す
る
こ

ルコ

十
五ぎ

c
、

バ
ー
ナ
ー
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
バ
ー
ナ
ー
の
逆
火
を
防

か
っ
、
危
険
物
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

危
険
物
を
容
器
に
収
納
し
、
又
は
詰
め
替
え
る
場
合
は
、
次
に
よ
る

〉
」

Lι

。

十
イ

国
体
の
危
険
物
に
あ
っ
て
は
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
(
昭
和

三
十
四
年
総
理
府
令
第
五
十
五
号
。
以
下
「
危
険
物
規
則
」
と
い

う
。
)
別
表
第
三
、
液
体
の
危
険
物
に
あ
っ
て
は
危
険
物
規
則
別
表
第

三
の
二
の
危
険
物
の
類
別
及
び
危
険
等
級
の
別
の
項
に
掲
げ
る
危
険
物

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
表
に
お
い
て
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
内
装
容

器
(
内
装
容
器
の
容
器
の
種
類
の
項
が
空
欄
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
外

装
容
器
)
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
容
器
(
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
内
装
容
器
等
」
と
い
う
。
)
に
適
合
す
る
容
器
に

三
四
六
回

ロ

収
納
し
、
又
は
詰
め
替
え
る
と
と
も
に
、
温
度
変
化
等
に
よ
り
危
険
物

が
漏
れ
な
い
よ
う
に
容
器
を
密
封
し
て
収
納
す
る
こ
と
。

イ
の
内
装
容
器
等
に
は
、
見
や
す
い
箇
所
に
危
険
物
規
則
第
三
十
九

条
の
三
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
表
示
を
す
る
こ

'ζ

。

2 

危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
を
積
み
重
ね
て
貯
蔵
す
る
場
合
に
は
、
高

き
三
メ
ー
ト
ル
(
第
四
類
の
危
険
物
の
う
ち
第
三
石
油
類
及
び
第
四
石
油

類
を
収
納
し
た
容
器
の
み
を
積
み
重
ね
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
メ
ー
ト

ル
)
を
超
え
て
積
み
重
ね
な
い
こ
と
。

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は

取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
技
術
上
の

基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
う
場
所
に
は
、
見
や
す
い
箇
所
に
危

険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
旨
を
表
示
し
た
標
識
(
危
険
物

を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク
の
う
ち
車
両
に
固
定
さ
れ
た
タ
ン
ク

(
以
下
「
移
動
タ
ン
ク
」
と
い
う
。
)
に
あ
っ
て
は
、

0
・
三
メ
ー
ト
ル

平
方
の
地
が
黒
色
の
板
に
黄
色
の
反
射
塗
料
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材

料
で
「
危
」
と
表
示
し
た
標
識
)
並
び
に
危
険
物
の
類
、
品
名
、
最
大
数

量
及
び
移
動
タ
ン
ク
以
外
の
場
所
に
あ
っ
て
は
防
火
に
関
し
必
要
な
事
項

を
掲
示
し
た
掲
示
板
を
設
け
る
こ
と
。

二
危
険
物
を
取
り
扱
う
機
械
器
具
そ
の
他
の
設
備
は
、
危
険
物
の
漏
れ
、

あ
ふ
れ
又
は
飛
散
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ

十
七

A 
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し
、
当
該
設
備
に
危
険
物
の
漏
れ
、
あ
ふ
れ
又
は
飛
散
に
よ
る
災
害
を
防

止
す
る
た
め
の
附
帯
設
備
を
設
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

危
険
物
を
加
熱
し
、
若
し
く
は
冷
却
す
る
設
備
又
は
危
険
物
の
取
扱
い

に
伴
っ
て
温
度
の
変
化
が
起
こ
る
設
備
に
は
、
温
度
測
定
装
置
を
設
け
る

こ
シ
コ

四

危
険
物
を
加
熱
し
、
又
は
乾
燥
す
る
設
備
は
、
直
火
を
用
い
な
い
構
造

と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
設
備
が
防
火
上
安
全
な
場
所
に
設
け
ら
れ

て
い
る
と
金
¥

又
は
当
該
設
備
に
火
災
を
防
止
す
る
た
め
の
附
帯
設
備
を

設
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五

危
険
物
を
加
圧
す
る
設
備
又
は
そ
の
取
り
扱
う
危
険
物
の
圧
力
が
上
昇

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
に
は
、
圧
力
計
及
び
有
効
な
安
全
装
置
を
設
け

る
こ
と
。

-'-
ノ¥

引
火
性
の
熱
媒
体
を
使
用
す
る
設
備
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
各
部
分
を
熱

媒
体
又
は
そ
の
蒸
気
が
漏
れ
な
い
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
設
備
に

設
け
る
安
全
装
置
は
、
熱
媒
体
又
は
そ
の
蒸
気
を
火
災
予
防
上
安
全
な
場

所
に
導
く
構
造
と
す
る
こ
と
。

七

電
気
設
備
は
、
電
気
工
作
物
に
係
る
法
令
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
静
電
気
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

設
備
に
は
、
当
該
設
備
に
蓄
積
さ
れ
る
静
電
気
を
有
効
に
除
去
す
る
装
置

八
を
設
け
る
こ
と
。

第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
〉

D

〔
甲
府
広
域
二
ハ
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九

危
険
物
を
取
り
扱
う
配
管
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

配
管
は

そ
の
設
置
さ
れ
る
条
件
及
び
使
用
さ
れ
る
状
況
に
照
ら
L

て
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
と
し
、

か
っ
、
当
該
配
管
に
係
る
最
大

常
用
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
の
圧
力
で
水
圧
試
験
(
水
以
外
の
不
燃
性

の
液
体
又
は
不
燃
性
の
気
体
を
用
い
て
行
う
試
験
を
含
む
。
〉

を
行
っ

た
と
き
漏
え
い
そ
の
他
の
異
常
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

配
管
は
、
取
り
扱
う
危
険
物
に
よ
り
容
易
に
劣
化
す
る
お
そ
れ
の
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ノ、

配
管
は
、
火
災
等
に
よ
る
熱
に
よ
っ
て
容
易
に
変
形
す
る
お
そ
れ
の

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
配
管
が
地
下
そ
の
他
の
火
災

等
に
よ
る
熱
に
よ
り
悪
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
に
設
置
さ

れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

配
管
に
は
、
外
面
の
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
た
だ
し
、
当
該
配
管
が
設
置
さ
れ
る
条
件
の
下
で
腐
食
す
る
お
そ

れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ホ

配
管
を
地
下
に
設
置
す
る
場
合
に
は
、
配
管
の
接
合
部
分
(
溶
接
そ

の
他
危
険
物
の
漏
え
い
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り

接
合
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
〉

に
つ
い
て
当
該
接
合
部
分
か
ら
の
危
険

物
の
漏
え
い
を
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
四
六
五
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....... 

配
管
を
地
下
に
設
置
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
上
部
の
地
盤
面
に
か
か

る
重
量
が
当
該
配
管
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
三

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を

屋
外
に
お
い
て
架
台
で
貯
蔵
す
る
場
合
に
は
、
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て

危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
を
貯
蔵
し
て
は
な
ら
な
い
。

2 

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
屋
外
に
お
い
て

貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
屋
外
の
場
所
(
移
動
タ
ン
ク
を
除

く
。
)

の
周
囲
に
は
容
器
等
の
種
類
及
び
貯
蔵
し

又
は
取
り
扱
う
数
量

に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
幅
の
空
地
を
保
有
す
る
か
、

又
は
防
火
上
有

効
な
塀
を
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
開
口
部
の
な
い
防
火
構
造
(
建
築
基

準
法
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
防
火
構
造
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
〉

壁
又
は
不
燃
材
料
で
造
っ
た
壁
に
面
す
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
は
な

し、属製 タン
H廿悼

器
容ク 等
器又 の

tま 種
金 類

量指

未満 定数 蔵貯

量 し
の

、

又
分 は
の 取

り
以 扱
上 う
指 数
定 量
数

以- グ二五匂

上メ 地

のト
ノレ 幅

の

三
四
六
六

そ
の
他
の
場
メ口』

量定指 一指

満未 数
未定
満数

量 量
の の

五
分 分
の の

以 以
上 上

指定
分

数 の

以二 以-
上メ 上メ

ト
ノレ ノレ

液
状
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
設
備
(
タ
ン
ク
を
除
く
。
)
に
は
、
そ
の
直

下
の
地
盤
面
の
周
囲
に
囲
い
を
設
け
、

又
は
危
険
物
の
流
出
防
止
に
こ
れ

と
同
等
以
上
の
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に

当
該
地
盤
面
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
危
険
物
が
浸
透
し
な
い
材
料
で

覆
い
、

か
っ
、
適
当
な
傾
斜
及
び
た
め
ま
す
又
は
油
分
離
装
置
を
設
け
る

こん」。危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
を
架
台
で
貯
蔵
す
る
場
合
に
は
、
架
台
は
不

燃
材
料
で
堅
固
に
造
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
三
の
ニ

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険

物
を
屋
内
に
お
い
て
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設

備
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
は
、

不
燃
材
料
で
造
ら
れ
、

又
は
覆
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

窓
及
び
出
入
口
に
は
、
防
火
戸
を
設
け
る
こ
と
。

液
状
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
床
は
、
危
険
物
が
浸
透

L
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な
い
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、
適
当
な
傾
斜
を
つ
け
、

か
イ〉

た
め
ま
す

を
設
け
る
こ
と
。

四

架
台
を
設
け
る
場
合
は
、
架
台
は
不
燃
材
料
で
堅
固
に
造
る
こ
と
。

五

危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
た
め
に
必
要
な
採
光
、
照
明
及
び

換
気
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

目』ι-

/'¥ 

可
燃
性
の
蒸
気
又
は
可
燃
性
の
微
粉
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

は
、
そ
の
蒸
気
又
は
微
粉
を
屋
外
の
高
所
に
排
出
す
る
設
備
を
設
け
る
こ

と

第
三
十
一
条
の
四

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を

(
地
盤
面
下
に
埋
没
さ
れ
て
い
る
タ
ン
ク

貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク

(
以
下
「
地
下
タ
ン
ク
」
と
い
う
。
〉
及
び
移
動
タ
ン
ク
を
除
く
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
〉

に
危
険
物
を
収
納
す
る
場
合
は
、
当
該
タ
ン
ク
の
容

量
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

2 

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
tま

取
り
扱
う
タ
ン
ク
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

そ
の
容
量
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
厚
さ
の
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
機
械
的
性
質
を
有
す
る
材
料
で
気
密
に
造
る
と
と
も
に
、
圧
力
タ

ン
ク
を
除
く
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
水
張
試
験
に
お
い
て
、
圧
力
タ
ン
ク
に

あ
っ
て
は
最
大
常
用
圧
力
の

-
五
倍
の
圧
力
で
十
分
間
行
う
水
圧
試
験
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に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
漏
れ
、

又
は
変
形
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
固
体
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク
に
あ
っ
て

は

こ
の
限
り
で
な
い
。

一 下千 下五 ト二 ノレ百 下回 四一
千 リ 百 ノレ百 以リ 十 十
リ ツ リ 以五 下ツ リ リ タ

ツ ツ 下十 ト ツ ツ

ト ノレ ト リ ノレ ト ト ン

ノレ を ノレ ツ を ノレ ノレ

を 超 を ト 超 を 以 ク

超 え 超 ノレ え 超 下
え 一 え を 一 ヌー の一 一
る 千 千 超 百 百

も リ リ え，.. 五 リ 円廿相

の ツ ツ 五 十 ツ

ト ト 百 リ ト 量
ノレ ノレ リ ツ ノレ

以 以 ヅ ト 以

一 一 一 一 一一 一 一. . . . . . . 板
一 一」一 。_._ー・ 。
一 /'¥ ノ、 一、、
、 、 、 、 、 、 、

リ リ リ リ リ リ
メ メ メ メ メ メ メ

ト ト ト ト ト ト

ノレ ノレ ノ1--- ノレ ノレ ノ1--- ノレ

以 以 以 以 以 以 以 厚
上 上 上 ーと 上 上 ヒ

地
震
等
に
よ
り
容
易
に
転
倒
又
は
落
下
し
な
い
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

外
面
に
は
、

さ
び
止
め
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ア

た
だ
し
、

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
、

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
さ
び
に
く
い
材
質
で
造
ら
れ

た
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

三
四
六
七
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四

圧
力
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
有
効
な
安
全
装
置
を
、
圧
力
タ
ン
ク
以
外
の

タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
有
効
な
通
気
管
又
は
通
気
口
を
設
け
る
こ
と
。

五

引
火
点
が
四
十
度
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
圧
力
タ

ン
ク
以
外
の
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
、
通
気
管
又
は
通
気
口
に
引
火
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ー」

ノ、

見
や
す
い
位
置
に
危
険
物
の
量
を
自
動
的
に
表
示
す
る
装
置
(
ガ
ラ
ス

管
等
を
用
い
る
も
の
を
除
く
。
)
を
設
け
る
こ
と
。

七

注
入
口
は
、
火
災
予
防
上
支
障
の
な
い
場
所
に
設
け
る
と
と
も
に
、
当

該
注
入
口
に
は
弁
又
は
ふ
た
を
設
け
る
こ
と
。

)"¥、

タ
ン
ク
の
配
管
に
は
、

タ
ン
ク
直
近
の
容
易
に
操
作
で
き
る
位
置
に
開

問
弁
を
設
け
る
こ
と
。

九

タ
ン
ク
の
配
管
は
、
地
震
等
に
よ
り
当
該
配
管
と
タ
ン
ク
と
の
結
合
部

分
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

十

液
体
の
危
険
物
の
タ
ン
ク
の
周
囲
に
は
、
危
険
物
が
漏
れ
た
場
合
に
そ

の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
有
効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十

屋
外
に
設
置
す
る
も
の
で
、

タ
ン
ク
の
底
板
を
地
盤
面
に
接
し
て
設

け
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
底
板
の
外
面
の
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
五

貯
蔵
し
、

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を

又
は
取
り
扱
う
地
下
タ
ン
ク
に
危
険
物
を
収
納
す
る
場
合
は
、
当

三
四
六
八

該
タ
ン
ク
の
容
量
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し

又
は

2 
取
り
扱
う
地
下
タ
ン
ク
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前

条
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
七
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ

か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

地
盤
面
下
に
設
け
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
タ
ン
ク
室
に
設
置

し
、
又
は
危
険
物
の
漏
れ
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
に
よ
り
地
盤

面
下
に
設
置
す
る
こ
と
。

そ

た
だ
し
、
第
四
類
の
危
険
物
の
タ
ン
ク
で
、

の
外
面
が
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
、

ウ
レ
タ
ン
エ
ラ
ス
ト
マ

l
樹
脂
、
強
化
ブ
ラ

ス
チ
ッ
ク
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
腐
食
性
を
有
す
る
材
料
に
よ
り
有

効
に
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
腐
食
し
難
い
材
質
で
造
ら
れ
て
い
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

自
動
車
等
に
よ
る
上
部
か
ら
の
荷
重
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
タ
ン
ク

に
あ
っ
て
は
、
当
該
タ
ン
ク
に
直
接
荷
重
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
ふ
た
を

設
け
る
こ
と
。

タ
ン
ク
は
、

堅
固
な
基
礎
の
上
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

タ
ン
ク
は
、
厚
さ
三
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
金
属
板
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を

有
す
る
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
気
密
に
造
る
と
と
も
に
、
圧

カ
タ
ン
ク
を
除
く
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
七
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
で
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圧
力
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
最
大
常
用
圧
力
の
一
・
五
倍
の
圧
力
で
、

そ
れ

ぞ
れ
十
分
間
行
う
水
圧
試
験
に
お
い
て
、
漏
れ
、

又
は
変
形
し
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
。

五

危
険
物
の
量
を
自
動
的
に
表
示
す
る
装
置
又
は
計
量
口
を
設
け
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
軽
量
口
を
設
け
る
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
軽

量
口
の
直
下
の
タ
ン
ク
の
底
板
に
そ
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

ー-'--
ノ¥

タ
ン
ク
の
配
管
は
、
当
該
タ
ン
ク
の
頂
部
に
取
り
付
け
る
こ
と
。

七

タ
ン
ク
の
周
囲
に
二
箇
所
以
上
の
管
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
タ

ン
ク
か
ら
の
液
体
の
危
険
物
の
漏
れ
を
検
知
す
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
六

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を

貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
移
動
タ
ン
ク
の
技
術
上
の
基
準
は
、
第
三
十
一
条

の
四
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

タ
ン
ク
か
ら
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
他
の
タ
ン
ク
に
液
体

の
危
険
物
を
注
入
す
る
と
き
は
、
当
該
他
の
タ
ン
ク
の
注
入
口
に
タ
ン
ク

の
注
入
ホ

i
ス
を
緊
結
す
る
か
、

又
は
注
入
ホ

l
ス
の
先
端
部
に
手
動
開

閉
装
置
を
備
え
た
注
入
ノ
ズ
ル
(
手
動
開
閉
装
置
を
開
放
の
状
態
で
固
定

す
る
装
置
を
備
え
た
も
の
を
除
く
。
)
に
よ
り
注
入
す
る
こ
と
。

タ
ン
ク
か
ら
液
体
の
危
険
物
を
容
器
に
詰
め
替
え
な
い
こ
と
。

p
-
J
}
 

J
j
中

I

し
、
安
全
な
注
油
に
支
障
が
な
い
範
囲
の
注
油
速
度
で
前
号
に
定
め
る
注
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入
ノ
ズ
ル
に
よ
り
引
火
点
が
四
十
度
以
上
の
第
四
類
の
危
険
物
を
容
器
に

詰
め
替
え
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

静
電
気
に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
液
体
の
危
険
物
を
タ

ン
ク
に
入
れ
、

又
は
タ
ン
ク
か
ら
出
す
と
き
は
、
当
該
タ
ン
ク
を
有
効
に

接
地
す
る
こ
と
。

四

静
電
気
に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
液
体
の
危
険
物
を
タ

ン
ク
に
そ
の
上
部
か
ら
注
入
す
る
と
き
は
、

注
入
管
を
用
い
る
と
と
も

に
、
当
該
注
入
管
の
先
端
を
タ
ン
ク
の
底
部
に
着
け
る
こ
と
。

2 

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は

取
り
扱
う
移
動
タ
ン
ク
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
は
、
第

三
十
一
条
の
四
第
二
項
第
三
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

火
災
予
防
上
安
全
な
場
所
に
常
置
す
る
こ
と
。

タ
ン
ク
は
、
厚
さ
三
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
機
械
的
性
質
を
有
す
る
材
料
で
気
密
に
造
る
と
と
も
に
、
圧
力

タ
ン
ク
を
除
く
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
七
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
で
、
圧

カ
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
最
大
常
用
圧
力
の
一
・
五
倍
の
圧
力
で

そ
れ
ぞ

れ
十
分
間
行
う
水
圧
試
験
に
お
い
て
、
漏
れ
、

又
は
変
形
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

タ
ン
ク
は
、

U
ボ
ル
ト
等
で
車
両
の
シ
ャ

l
シ
フ
レ
ー
ム
又
は
こ
れ
に

三
四
六
九
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業
務

相
当
す
る
部
分
に
強
固
に
固
定
す
る
こ
と
。

四

常
用
圧
力
が
二
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
二
十
キ

ロ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
二
十
四
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
範
囲
の
圧
力
で
、
常

用
圧
力
が
二
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
常
用
圧
力

の
一
・
一
倍
以
下
の
圧
力
で
作
動
す
る
安
全
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

五

タ
ン
ク
は

そ
の
内
部
に
四
千
リ
ッ
ト
ル
以
下
ご
と
に
完
全
な
間
仕
切

を
厚
さ
三
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
機

械
的
性
質
を
有
す
る
材
料
で
設
け
る
こ
と
。

由同，_
/、、

前
号
の
間
仕
切
に
よ
り
仕
切
ら
れ
た
部
分
に
は

そ
れ
ぞ
れ
マ
ン
ホ

l

ル
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
安
全
装
置
を
設
け
る
と
と
も
に
、
当
該
間
仕

切
に
よ
り
仕
切
ら
れ
た
部
分
の
容
量
が
二
千
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
に

あ
っ
て
は
、
厚
さ
一
・
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
機
械
的
性
質
を
有
す
る
材
料
で
造
ら
れ
た
防
波
板
を
設
け
る
こ

と
七

マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
注
入
口
の
ふ
た
は
、
厚
さ
三
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
鍋
板
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
機
械
的
性
質
を
有
す
る
材
料
で
造
る

v
」

L
」
。

/¥ 

マ
ン
ホ
ー
ル
、
注
入
口
、
安
全
装
置
等
の
附
属
装
置
が
そ
の
上
部
に
突

出
し
て
い
る
タ
ン
ク
に
は
、
当
該
タ
ン
ク
の
転
倒
等
に
よ
る
当
該
附
属
装

置
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
防
護
枠
を
設
け
る
こ
と
。

三
四
七

O

九

タ
ン
ク
の
下
部
に
排
出
口
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
タ
ン
ク
の
排
出
口

に
、
非
常
の
場
合
に
直
ち
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
弁
等
を
設
け
る
と

と
も
に
、
そ
の
直
近
に
そ
の
旨
を
表
示
し
、
か
っ
、
外
部
か
ら
の
衝
撃
に

よ
る
当
該
弁
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十

タ
ン
ク
の
配
管
は
、
先
端
部
に
弁
等
を
設
け
る
こ
と
。

十

タ
ン
ク
及
び
附
属
装
置
の
電
気
設
備
で

可
燃
性
の
蒸
気
が
滞
留
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
設
け
る
も
の
は

可
燃
性
の
蒸
気
に
引
火
し
な

い
構
造
と
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
の
七

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の

貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
危
険
物
の
類
ご
と
に
共
通
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
類
の
危
険
物
は
、

可
燃
物
と
の
接
触
若
し
く
は
混
合
、
分
解
を
促

す
物
品
と
の
接
近
又
は
過
熱
、
衝
撃
若
し
く
は
摩
擦
を
避
け
る
と
と
も

に
、
ア
ル
カ
リ
金
属
の
過
酸
化
物
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
水
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
。

第
二
類
の
危
険
物
は
、
酸
化
剤
と
の
接
触
若
し
く
は
混
合
、
炎
、
火
花

若
し
く
は
高
温
体
と
の
接
近
又
は
過
熱
を
避
け
る
と
と
も
に
、
鉄
粉
、
金

属
粉
及
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
並
び
に
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
を
含
有
す
る
も
の

に
あ
っ
て
は
水
又
は
酸
と
の
接
触
を
避
け
、
引
火
性
固
体
に
あ
っ
て
は
み

だ
り
に
蒸
気
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
。

D
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自
然
発
火
性
物
品
(
第
三
類
の
危
険
物
の
う
ち
危
険
物
の
規
制
に
関
す

る
政
令
第
一
条
の
五
第
二
項
の
自
然
発
火
性
試
験
に
お
い
て
同
条
第
三
項

に
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の
並
び
に
ア
ル
キ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、

ア
ル
キ

ル
リ
チ
ウ
ム
及
び
黄
り
ん
を
い
う
。
)

に
あ
っ
て
は
炎
、
火
花
若
し
く
は

高
温
体
と
の
接
近
、
過
熱
又
は
空
気
と
の
接
触
を
避
け
、
禁
水
性
物
品

(
第
三
類
の
危
険
物
の
う
ち
同
令
第
一
条
の
五
第
五
項
の
水
と
の
反
応
性

試
験
に
お
い
て
同
条
第
六
項
に
定
め
る
性
状
を
示
す
も
の

(
カ
リ
ウ
ム
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
、

ア
ル
キ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
ア
ル
キ
ル
リ
チ
ウ
ム
を
含

む
。
〉
を
い
う
。
)

に
あ
っ
て
は
水
と
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
。

四

第
四
類
の
危
険
物
は
、
炎
、
火
花
若
し
く
は
高
温
体
と
の
接
近
又
は
過

熱
を
避
け
る
と
と
も
に
、

み
だ
り
に
蒸
気
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
。

五

第
五
類
の
危
険
物
は
、
炎
、
火
花
若
し
く
は
高
温
体
と
の
接
近
、
過

-ιーノ、、

熱
、
衝
撃
又
は
摩
擦
を
避
け
る
こ
と
。

第
六
類
の
危
険
物
は
、
可
燃
物
と
の
接
触
若
し
く
は
混
合
、
分
解
を
促

す
物
品
と
の
接
近
文
は
過
熱
を
避
け
る
こ
と
。

2 

前
項
の
基
準
は
、
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
同

項
の
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
通
常
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貯
蔵
又
は
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
災
害
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
十
分
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
の
八

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を

第
八
編

業
務
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府
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区
広
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事
務
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合
火
災
予
防
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〉

D

〔
甲
府
広
域
一
六
〕

貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク
、
配
管
そ
の
他
の
設
備
は
、
第
三
十
一
条

の
こ
か
ら
第
三
十
一
条
の
六
ま
で
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基

準
に
適
合
す
る
よ
う
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、
第
三
十
一
条
の
九

第
三
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定

数
量
未
満
の
第
四
類
の
危
険
物
の
う
ち
動
植
物
油
類
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り

扱
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

(
品
名
又
は
指
定
数
量
を
異
に
す
る
危
険
物
〉

第
三
十
二
条

品
名
又
は
指
定
数
量
を
異
に
す
る
こ
以
上
の
危
険
物
を
同
一
の

場
所
で
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貯
蔵
又
は
取
扱
い

に
係
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
の
五
分
の
一
の
数
量
で

除
し
、
そ
の
商
の
和
が
一
以
上
と
な
る
と
き
は
、
当
該
場
所
は
指
定
数
量
の

五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
っ
て
い

る
も
の
と
み
な
す
。

第
二
節

指
定
可
燃
物
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
技
術
上
の

基
準
等

(
可
燃
性
液
体
類
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
技
術
上
の
基
準
等
〉

第
三
十
三
条
別
表
第
八
の
品
名
欄
に
掲
げ
る
物
品
で
同
表
の
数
量
欄
に
定
め

る
数
量
以
上
の
も
の
〈
以
下
「
指
定
可
燃
物
」
と
い
う
。
〉
の
う
ち
可
燃
性
問

体
類
(
同
表
備
考
第
六
号
に
規
定
す
る
可
燃
性
固
体
類
を
い
う
。

以
下
向

三
四
七
一
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じ
。
〉
及
び
可
燃
性
液
体
類
(
同
表
備
考
第
八
号
に
規
定
す
る
可
燃
性
液
体

類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
〉
並
び
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量

未
満
の
第
四
類
の
危
険
物
の
う
ち
動
植
物
油
類
(
以
下
「
可
燃
性
液
体
類

等
」
と
い
う
。
)
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基

準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

可
燃
性
液
体
類
等
を
容
器
に
収
納
し
、

又
は
詰
め
替
え
る
場
合
は
、
次

に
よ
る
こ
と
。

イ

可
燃
性
国
体
類
(
別
表
第
八
備
考
第
六
号
ニ
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
〉
に
あ
っ
て
は
危
険
物
規
則
別
表
第
三
の
危
険
物
の
類
別
及
び
危

険
等
級
の
別
の
第
二
類
の
田
の
項
に
お
い
て
、

可
燃
性
液
体
類
及
び
指

定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
第
四
類
の
危
険
物
の
う
ち

動
植
物
油
類
に
あ
っ
て
は
危
険
物
規
則
別
表
第
三
の
二
の
危
険
物
の
類

別
及
び
危
険
等
級
の
別
の
第
四
類
の
田
の
項
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
適

応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
内
装
容
器
(
内
装
容
器
の
容
器
の
種
類
の
項
が

空
欄
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
外
装
容
器
)
文
は
こ
れ
と
同
等
以
上
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
容
器
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
内
装
容
器
等
」
と

い
う
。
)

に
適
合
す
る
容
器
に
収
納
し
、

又
は
詰
め
替
え
る
と
と
も
に
、

ロ

温
度
変
化
等
に
よ
り
可
燃
性
液
体
類
等
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
容
器
を
密

封
し
て
収
納
す
る
こ
と
。

イ
の
内
装
容
器
等
に
は
、
見
や
す
い
箇
所
に
可
燃
性
液
体
類
等
の
化

三
四
七
二

(12西
八
二
)

学
名
又
は
通
称
名
及
び
数
量
の
表
示
並
び
に

「
火
気
厳
禁
」
そ
の
他
こ

れ
と
同
一
の
意
味
を
有
す
る
他
の
表
示
を
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
化
粧

品
の
内
装
容
器
等
で
最
大
容
量
が
三
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

可
燃
性
液
体
類
等
(
別
表
第
八
備
考
第
六
号
ニ
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
〉
を
収
納
し
た
容
器
を
積
み
重
ね
て
貯
蔵
す
る
場
合
に
は
、
高
さ
四

メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
積
み
重
ね
な
い
こ
と
。

可
燃
性
液
体
類
等
は
、
炎
、
火
花
若
し
く
は
高
温
体
と
の
接
近
又
は
過

熱
を
避
け
る
と
と
も
に
、

み
だ
り
に
蒸
気
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
。

前
号
の
基
準
は
、

可
燃
性
液
体
類
等
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
に
あ

四
た
っ
て
、
同
号
の
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
通
常
で
あ
る
場
合
に
お
レ
て

は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
貯
蔵
又
は
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
十
分
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

可
燃
性
液
体
類
等
を
貯
蔵
し
、

2 

又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び

設
備
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

可
燃
性
液
体
類
等
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
屋
外
の
場
所
の
周
囲
に

は
、
可
燃
性
固
体
類
及
び
可
燃
性
液
体
類
(
以
下
「
可
燃
性
固
体
類
等
」

と
い
う
。
〉
に
あ
っ
て
は
容
器
等
の
種
類
及
び
可
燃
性
固
体
類
等
の
数
量

又
は
取
り
扱
う
可
燃
性
固
体
類
等
の
数
量
を
別
表
第

の
倍
数
(
貯
蔵
し
、

D
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八
に
定
め
る
当
該
可
燃
性
固
体
類
等
の
数
量
で
除
し
て
得
た
値
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
〉
に
応
じ
次
の
表
に
掲
げ
る
幅
の
空
地
を
、

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
第
四
類
の
危
険
物
の
う
ち

動
植
物
油
類
に
あ
っ
て
は
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
の
空
地
を
そ
れ
ぞ
れ
保

有
す
る
か
、
又
は
防
火
上
有
効
な
塀
を
設
け
る
こ
と
。

そ 属タ H廿廿

の 製ン 器
他 容ク 等
の 器又 の
場 tま 種
メ口』 金 類

一 一 一 一 一一 一 可
百 十 以 百 十 以
以 以 上 以 以 上

燃

上 上 一 上 上 一
d性

一 一 固一 十 一 十一 一 体
百

満未
百 未満

未満 未満
類
等
の
数
量
の
倍
数

以五 以一 以一 以一 以二 以一 グ二b巳

メ メ メ メ メ メ 地

の
ト ト ト ト ト ト

上ル 上ノレ 上ノレ 上ル 上ル 上ル 幅

別
表
第
八
で
定
め
る
数
量
の
二
十
倍
以
上
の
可
燃
性
固
体
類
等
を
屋
内

に
お
い
て
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
を

不
燃
材
料
で
造
っ
た
室
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の
周
囲
に

幅
一
メ
ー
ト
ル
(
別
表
第
八
で
定
め
る
数
量
の
二
百
倍
以
上
の
可
燃
性
国
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八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
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務
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火
災
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)
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体
類
等
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
三
メ
ー
ト
ル
〉
以
上
の
空

地
を
保
有
す
る
か
、

又
は
防
火
上
有
効
な
隔
壁
を
設
け
た
建
築
物
そ
の
他

の
工
作
物
内
に
あ
っ
て
は
、
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
を
不
燃
材
料
で
覆
っ

た
室
内
に
お
い
て
、
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

3 

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

可
燃
性
液
体
類
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱

い
並
び
に
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
入
ま
で
(
第
三
十

一
条
の
二
第
一
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
、
第
三
十
一
条
の
二
一
第
二
項
第

一
号
並
び
に
第
三
十
一
条
の
七
を
除
く
。
〉

の
規
定
を
準
用
す
る
。

(
綿
花
類
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
技
術
上
の
基
準
等
)

指
定
可
燃
物
の
う
ち
可
燃
性
固
体
類
等
以
外
の
指
定
可
燃
物

(
以
下
「
綿
花
類
等
」
と
い
う
。
〉
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
は
、
次
の
各
号
に
掲

第
三
十
四
条

げ
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

綿
花
類
等
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
所
に
お
い
て
は
、

み
だ
り
に

火
気
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

又
は
取
り
扱
う
場
所
に
お
い
て
は
、
係
員
以
外

の
者
を
み
だ
り
に
出
入
り
さ
せ
な
い
こ
と
。

綿
花
類
等
を
貯
蔵
し
、

綿
花
類
等
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
所
に
お
い
て
は
、
常
に
整
理

及
び
清
掃
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
危
険
物
と
区
分
し
て
整

理
す
る
と
と
も
に
、
綿
花
類
等
の
性
状
等
に
応
じ
、
地
震
等
に
よ
り
容
易

三
四
八
三



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
〉

に
荷
く
ず
れ
、
落
下
、
転
倒
又
は
飛
散
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
四

綿
花
類
等
の
く
ず
、

か
す
等
は
、
当
該
綿
花
類
等
の
性
質
に
応
じ
、

そ
の
他
適
当
な
措
置
を
講

日
一
回
以
上
安
全
な
場
所
に
お
い
て
廃
棄
し
、

ず
る
こ
と
。

五

再
生
資
源
燃
料
(
別
表
第
八
備
考
第
五
号
に
規
定
す
る
再
生
資
源
燃
料

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
の
う
ち
、
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
そ
の
他
の
水
分
に

よ
っ
て
発
熱
又
は
可
燃
性
ガ
ス
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
〈
以
下

「
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
」
と
い
う
。
)
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合

は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

，イ

廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
を
貯
蔵
し
、

な
水
分
管
理
を
行
う
こ
と
。

文
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
適
切

ロ

廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
適
切
な
温
度
に
保
持

さ
れ
た
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
に
限
り
受
け
入
れ
る
こ
と
。

一
一
一
日
を
超
え
て
集
積
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
発
火
の
危
険
性
を
減

ノ、

じ
、
発
火
時
に
お
い
て
も
速
や
か
な
拡
大
防
止
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
適
切
な
集
積
高
さ
と
す
る
こ
と
。

} 

一

可
燃
性
ガ
ス

濃
度
の
監
視
に
よ
り
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
の
発
熱
の
状
況
を
常
に
監

廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
を
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
温
度
、

視
す
る
こ
と
。

三
四
八
四

2 

綿
花
類
等
を
貯
蔵
し

又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

綿
花
類
等
を
貯
蔵
し

又
は
取
り
扱
う
場
所
に
は
、
綿
花
類
等
を
貯
蔵

し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
旨
を
表
示
し
た
標
識
並
び
に
綿
花
類
等
の
品

名
、
最
大
数
量
及
び
防
火
に
関
し
必
要
な
事
項
を
掲
示
し
た
掲
示
板
を
設

け
る
こ
と
。

綿
花
類
等
の
う
ち
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
及
び
合
成
樹
脂
類
(
別
表
第

八
備
考
第
九
号
に
規
定
す
る
合
成
樹
脂
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
以
外

の
も
の
を
集
積
す
る
場
合
に
は
、

一
集
積
単
位
の
面
積
が
二
百
平
方
メ

l

ト
ル
以
下
に
な
る
よ
う
に
区
分
す
る
と
と
も
に
、
集
積
単
位
相
互
間
に
次

の
表
に
掲
げ
る
距
離
を
保
つ
こ
と
。
た
だ
し
、
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
以

外
の
再
生
資
源
燃
料
及
び
石
炭
・
木
炭
類
(
同
表
備
考
第
七
号
に
規
定
す

る
石
炭
・
木
炭
類
を
い
う
。
〉
に
あ
っ
て
は
、
温
度
計
等
に
よ
り
温
度
を

監
視
す
る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
以
外
の
再
生
資
源
燃
料
又

は
石
炭
・
木
炭
類
を
適
温
に
保
つ
た
め
の
散
水
設
備
等
を
設
置
し
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

区

離

分

「伺」
口・正

j

一
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
集
積

t

一
単
位
相
互
間

一
メ
ー
ト
ル
以
上

D

〔
甲
府
広
域
二
ハ
〕



面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
百

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
集
積
単
位
相
互
間

二
メ
ー
ト
ル
以
上

綿
花
類
等
の
う
ち
合
成
樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
合
は
、

次
に
よ
る
こ
と
。

イ

集
積
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

一
集
積
単
位
の
面
積
が
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
に
な
る
よ
う
に
区
分
す
る
と
と
も
に
、
集
積
単
位
相
互

た
だ
し
、
火
災
の
拡
大
又

聞
に
次
の
表
に
掲
げ
る
距
離
を
保
つ
こ
と
。

は
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
散
水
設
備
を
設
置
す
る
等
必
要
な
措
置
を
講

じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

日 。←) 

方平 面積
方面 位面 区
メ積 相積

メカミ l カミ 互が
ト百 間百

ト百 ル平 平
ノレ平 以方 方
以方 下メ メ
下メ の i
の l 集ト ト
集ト 積単 ノをレ ノレ

積単 ルを
以

位超 下
位超 相え の 分
相え 互二 集
互五 間百 積
間百 平 単

一 一一 一一メ メ メ 距

ト ト ト
ノレ ノレ ノレ
以 以 以 離
上 上 上

ロ

合
成
樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
屋
外
の
場
所
の
周
囲
に

は
、
一
メ
ー
ト
ル
〈
別
表
第
八
で
定
め
る
数
量
の
二
十
倍
以
上
の
合
成

樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
三
メ
ー
ト
ル
)
以
上
の

第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

D
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空
地
を
保
有
す
る
か
、

又
は
防
火
上
有
効
な
塀
を
設
け
る
こ
と
。

F

-

、
ょ
-

J
/
ふ
/

し
、
開
口
部
の
な
い
防
火
構
造
の
壁
又
は
不
燃
材
料
で
造
っ
た
壁
に
面

す
る
と
き
又
は
火
災
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
水
幕
設
備
を
設
置
す
る

等
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ノ、

又
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
貯
蔵
す
る
場
所

と
取
り
扱
う
場
所
の
聞
及
び
異
な
る
取
扱
い
を
行
う
場
合
の
取
り
扱
う

屋
内
に
お
い
て
貯
蔵
し
、

場
所
相
互
の
聞
を
不
燃
性
の
材
料
を
用
い
て
区
画
す
る
こ
と
。

F
-
J
}
 

・7
7

し
、
火
災
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
水
幕
設
備
を
設
置
す
る
等
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

別
表
第
八
に
定
め
る
数
量
の
百
倍
以
上
を
屋
内
に
お
い
て
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
壁
及
び
天
井
を
難
燃
材
料
(
建
築
基
準
法
施

行
令
第
一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
難
燃
材
料
を
い
う
。
)

で
仕
上
げ
た

室
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

四

廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構

造
及
び
設
備
は
、
前
号
イ
及
び
ニ
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
技
術
上
の
基
準
に
よ
る
こ
と
。

イ

廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
の
発
熱
の
状
況
を
監
視
す
る
た
め
の
温
度
測

定
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
八
で
定
め
る
数
量
の
百
倍
以
上
の
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
を

ロ

タ
ン
ク
に
お
い
て
貯
蔵
す
る
場
合
は
、
当
該
タ
ン
ク
は
廃
棄
物
固
形
化

三
四
八
五



第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

燃
料
等
に
発
熱
が
生
じ
た
場
合
に
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
を
迅
速
に
排

出
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
タ
ン
ク
に
廃
棄
物
固
形

化
燃
料
等
の
発
熱
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
散
水
設
備
又
は
不
活
性

ガ
ス
封
入
設
備
を
設
置
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
四
条
の
二

別
表
第
八
で
定
め
る
数
量
一
の
百
倍
以
上
の
再
生
資
源
燃
料

(
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
に
限
る
。
)
、
可
燃
性
国
体
類
、
可
燃
性
液
体
類
又

は
合
成
樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
は
、
当
該
貯
蔵
し
、
又
は

取
り
扱
う
場
所
に
お
け
る
火
災
の
危
険
要
因
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
前
二

条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
当
該
危
険
要
因
に
応
じ
た
火
災
予
防
上
有
効
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

基
準
の
特
例

(
基
準
の
特
例
)

第
三
十
四
条
の
三

こ
の
章
(
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
の
七
及
び
第
三
十
二

条
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
〉
の
規
定
は
、
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
及
び
指
定

可
燃
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
つ
い
て
、
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
、
そ
の

品
名
及
び
数
量
、
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
方
法
並
び
に
周
囲
の
地
形
そ
の
他
の

状
況
等
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
貯
蔵
及
び
取
扱
い
並
び
に

貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準

に
よ
ら
な
く
て
も
、
火
災
の
発
生
及
び
延
焼
の
お
そ
れ
が
著
し
く
少
な
く
、

か
っ
、
火
災
等
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
度
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

三
四
八
六

と
認
め
る
と
き
、

又
は
予
想
し
な
い
特
殊
の
構
造
若
し
く
は
設
備
を
用
レ
る

こ
と
に
よ
り
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
貯
蔵
及
び
取
扱
い
並
び
に
貯
蔵
し
、

又

は
取
り
扱
う
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
技
術
上
の
基
準
に
よ
る
場
合

と
同
等
以
上
の
効
力
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
の

第
五
且
早

避
難
管
理

(
劇
場
等
の
客
席
〉

第
三
十
五
条

劇
場
等
の
屋
内
の
客
席
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
す
は
、
床
に
固
定
す
る
こ
と
。

い
す
背
(
い
す
背
の
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

い
す
背
に
相
当
す
る
い

す
の
部
分
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
〉
の
間
隔
は
、
八
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、

い
す
席
の
間
隔
(
前
席
の
最
後
部
と
後
席

の
最
前
部
の
間
の
水
平
距
離
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)

は
、
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
座
席
の
幅
は
、

四
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

立
見
席
の
位
置
は
、
客
席
の
後
方
と
し
、

そ
の
奥
行
は
、

二
・
四
メ

l

ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

四

客
席
(
最
下
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
)

の
最
前
部
及
び
立
見
席
を
設

け
る
部
分
と
そ
の
他
の
部
分
と
の
聞
に
は
、
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ

l
ト

ル
以
上
の
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

D
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五

客
席
の
避
難
通
路
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

い
す
席
を
設
け
る
客
席
の
部
分
に
は
、
横
に
並
ん
だ
い
す
席
の
基
準

席
数
(
八
席
に
い
す
席
の
間
隔
が
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
一
席
を
加
え
た
席
数
(
二
十
席
を
超
え
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
席
と
す
る
。
)
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
)
以
下
ご
と
に
、
そ
の
両
側
に
縦
通
路
を
保
有
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
基
準
席
数
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
席
数
(
一
席
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
端
数
は
切
り
捨
て
る
。
)
以
下
ご
と
に

縦
通
路
を
保
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
片
側
の
み
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

イ

イ
の
縦
通
路
の
幅
は
、
当
該
通
路
の
う
ち
避
難
の
際
に
通
過
す
る
と

想
定
さ
れ
る
人
数
が
最
大
と
な
る
地
点
で
の
当
該
通
過
人
数
に

0
・
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
幅
員
(
以
下
「
算
定
幅
員
」
と
い

う
。
)
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
通
路
の
幅
は
、
八
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
(
片
側
の
み
が
い
す
席
に
接
す
る
縦
通
路
に
あ
っ
て
は
、

六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
未
満
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

ハ
い
す
席
を
設
け
る
客
席
の
部
分
に
は
、
縦
に
並
ん
だ
い
す
席
二
十
席

以
下
ご
と
及
び
当
該
客
席
の
部
分
の
最
前
部
に
算
定
幅
員
以
上
の
幅
員

を
有
す
る
横
通
路
を
保
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
通
路
の
幅
は
、

一
メ
ー
ト
ル
未
満
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

ニ
ま
す
席
を
設
け
る
客
席
の
部
分
に
は
、
横
に
並
ん
だ
ま
す
席
二
ま
す

以
下
ご
と
に
幅
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
縦
通
路
を
保
有
す
る
こ

ロ
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と
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
通
路
は
、
い
ず
れ
も
客
席
の
避
難
口

含
む
。
以
下
同
じ
。
)
に
直
通
さ
せ
る
こ
と
。

第
三
十
六
条
劇
場
等
の
屋
外
の
客
席
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
い
す
は
、
床
に
固
定
す
る
こ
と
。

二
い
す
背
の
間
隔
は
、
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
座
席
の
幅

は
、
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
い
す
背
が
な

く
、
か
っ
、
い
す
座
が
固
定
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
い
す
背
の
間

隔
を
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
立
見
席
に
は
、
奥
行
三
メ
ー
ト
ル
以
下
ご
と
に
、
高
さ
一
・
一
メ

l
ト

ル
以
上
の
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。

四
客
席
の
避
難
通
路
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ
い
す
席
を
設
け
る
客
席
の
部
分
に
は
、
横
に
並
ん
だ
い
す
座
十
席

(
い
す
背
が
な
く
、
か
っ
、
い
す
座
が
固
定
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
二
十
席
)
以
下
ご
と
に
、
そ
の
両
側
に
幅
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
通
路
を
保
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
五
席
(
い
す
背
が
な
く
、

か
っ
、
い
す
座
が
固
定
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
席
)
以
下
ご

と
に
通
路
を
保
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
片
側
の
み
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ホ

(
出
入
口
を

ロ

い
す
席
を
設
け
る
客
席
の
部
分
に
は
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路

を
、
各
座
席
か
ら
歩
行
距
離
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
そ
の
一
に
達
し
、

三
四
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か
つ
、
歩
行
距
離
四
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
避
難
口
に
達
す
る
よ
う
に
保

有
す
る
こ
と
。

ハ
ま
す
席
を
設
け
る
客
席
の
部
分
に
は
、
幅
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
通
路
を
、
各
ま
す
が
そ
の
一
に
接
す
る
よ
う
に
保
有
す
る
こ
と
。

ニ
ま
す
席
を
設
け
る
客
席
の
部
分
に
は
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路

を
、
各
ま
ず
か
ら
歩
行
距
離
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で
そ
の
一
に
達
す
る
よ

う
に
保
有
す
る
こ
と
。

(
基
準
の
特
例
)

第
三
十
六
条
の
二
前
二
条
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
は
、
消
防
長
又
は
消
防

署
長
が
劇
場
等
の
位
置
、
収
容
人
員
、
使
用
形
態
、
避
難
口
そ
の
他
の
避
難

施
設
の
配
置
等
に
よ
り
入
場
者
の
避
難
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
に
お

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

(
キ
ャ
バ
レ
ー
等
の
避
難
通
路
)

第
三
十
七
条
キ
ャ
バ
レ
ー
、
カ
フ
エ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
(
以
下
「
キ
ャ
バ
レ
ー
等
」
と
い
う
。
)
及
び
飲
食
屈
の
階
の

う
ち
当
該
階
に
お
け
る
客
席
の
床
面
積
が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
階

の
客
席
に
は
、
有
効
幅
員
一
・
六
メ
ー
ト
ル
(
飲
食
庖
に
あ
っ
て
は
、
一
・

二
メ
ー
ト
ル
)
以
上
の
避
難
通
路
を
、
客
席
の
各
部
分
か
ら
い
す
席
、
テ
ー

ブ
ル
席
又
は
ボ
ッ
ク
ス
席
七
個
以
上
を
通
過
し
な
い
で
、
そ
の
一
に
達
す
る

よ
う
に
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
デ
ィ
ス
コ
等
の
避
難
管
理
)

デ
ィ
ス
コ
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

第
三
十
七
条
の
二

三
四
八
八

(
以
下
「
デ
ィ
ス
コ
等
」
と
い
う
。
)
の
関
係
者
は
、
非
常
時
に
お
い

て
、
す
み
や
か
に
特
殊
照
明
及
び
音
響
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
避
難
上
有

効
な
明
る
さ
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
個
室
型
庖
舗
の
避
難
管
理
)

第
三
十
七
条
の
三
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
漫
画

喫
茶
、
テ
レ
フ
ォ
ン
ク
ラ
ブ
個
室
ビ
デ
オ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

(
以
下
「
個
室
型
庖
舗
」
と
い
う
。
)
の
遊
興
の
用
に
供
す
る
個
室
(
こ
れ

に
類
す
る
施
設
を
含
む
。
)
に
設
け
る
外
開
き
戸
の
う
ち
、
避
難
通
路
に
面

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
開
放
し
た
場
合
に
お
い
て
自
動
的
に
閉
鎖
す
る
も

の
と
し
、
避
難
上
有
効
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
避
難
の

際
に
そ
の
開
放
に
よ
り
当
該
避
難
通
路
に
お
い
て
、
避
難
上
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
(
百
貨
庖
等
の
避
難
通
路
等
)

第
三
十
八
条
百
貨
庖
等
の
階
の
う
ち
当
該
階
に
お
け
る
売
場
又
は
展
示
場
の

床
面
積
が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
階
の
売
場
文
は
展
示
場
に
は
、
屋

外
へ
通
ず
る
避
難
口
又
は
階
段
に
直
通
す
る
幅
一
・
二
メ
ー
ト
ル
(
売
場
又

は
展
示
場
の
床
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、

一
・
六
メ
ー
ト
ル
)
以
上
の
主
要
避
難
通
路
を
一
以
上
保
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2 

百
貨
庖
等
の
階
の
う
ち
当
該
階
に
お
け
る
売
場
又
は
展
示
場
の
床
面
積
が

六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
売
場
文
は
展
示
場
に
は
、
前
項
の
主
要
避
難
通

A 
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路
の
ほ
か
、
有
効
幅
員
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
補
助
避
難
通
路
を
保
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

百
貨
庖
等
に
避
難
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
屋
上
広
場
を
設
け
た
場

合
は
、
当
該
広
場
を
避
難
上
有
効
に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
劇
場
等
の
定
員
)

第
三
十
九
条
劇
場
等
の
関
係
者
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

収
容
人
員
の
適
正
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
客
席
の
部
分
ご
と
に
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
よ
っ
て
算
定
し
た
数
の

合
計
数
(
以
下
「
定
員
」
と
い
う
。
)
を
超
え
て
客
を
入
場
さ
せ
な
い
こ

》」。
イ

固
定
式
の
い
す
席
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
に
あ
る

い
す
席
の
数
に
対
応
す
る
数
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
長
い
す
式
の
い

す
席
に
あ
っ
て
は
、
当
該
い
す
席
の
正
面
幅
を
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
除
し
て
得
た
数
(
一
未
満
の
は
し
た
の
数
は
、
切
り
捨
て
る
も
の
と

す
る
。
)
と
す
る
。

ロ

立
見
席
を
設
け
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
の
床
面
積
を

0
・

二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数

そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
の
床
面
積
を

0
・
五
平
方

ノ、

メ
ー
ト
ル
で
除
し
て
得
た
数

客
席
内
の
避
難
通
路
に
客
を
収
容
し
な
い
こ
と
。

一
の
ま
す
席
に
は
、
屋
内
の
客
席
に
あ
っ
て
は
七
人
以
上
、
屋
外
の
客
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四
席
に
あ
っ
て
は
十
人
以
上
の
客
を
収
容
し
な
い
こ
と
。

出
入
口
そ
の
他
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
は
、
当
該
劇
場
等
の
定
員
を

記
載
し
た
表
示
板
を
設
け
る
と
と
も
に
、
入
場
し
た
客
の
数
が
定
員
に
達

し
た
と
き
は
、
直
ち
に
満
員
札
を
掲
げ
る
こ
と
。

(
避
難
施
設
の
管
理
)

第
四
十
条
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
避
難
口
、
廊
下
、
階
段
、

避
難
通
路
そ
の
他
避
難
の
た
め
に
使
用
す
る
施
設
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
避
難
上
有
効
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
避
難
の
た
め
に
使
用
す
る
施
設
の
床
面
は
、
避
難
に
際
し
、
つ
ま
ず

き
、
す
べ
り
等
を
生
じ
な
い
よ
う
に
常
に
維
持
す
る
こ
と
。

二
避
難
口
に
設
け
る
戸
は
、
外
開
き
と
し
、
開
放
し
た
場
合
に
お
い
て
廊

下
、
階
段
等
の
有
効
幅
員
を
狭
め
な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
劇
場
等
以
外
の
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
避
難

上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
内
聞
き
以
外
の
戸
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
号
の
戸
に
は
、
施
錠
装
置
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
非
常

時
に
自
動
的
に
解
錠
で
き
る
機
能
を
有
す
る
も
の
文
は
屋
内
か
ら
か
、
ぎ
等

を
用
い
る
こ
と
な
く
容
易
に
解
錠
で
き
る
構
造
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
防
火
設
備
の
管
理
)

第
四
十
一
条

令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
防
火
設
備
は
、
防
火
区

三
四
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画
の
防
火
設
備
に
近
接
し
て
延
焼
の
媒
介
と
な
る
可
燃
物
が
存
置
さ
れ
な
い

よ
う
防
火
上
有
効
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
準
用
)

第
四
十
二
条
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
六
条
の
二
ま
で
及
び
第
三
十
七
条
の

こ
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
体
育
館
、
講
堂
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
を
一

時
的
に
劇
場
等
、
展
示
場
又
は
デ
ィ
ス
コ
等
の
用
途
に
供
す
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

第

六

章

雑

則

(
防
火
対
象
物
の
使
用
開
始
の
届
出
等
)

第
四
十
三
条
令
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
(
同
表
∞
項
及
び
同
項
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
)
を
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
使
用
開
始
の
日
の
七
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
消
防
長
又
は
消
防
署
長

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
火
を
使
用
す
る
設
備
等
の
設
置
の
届
出
)

第
四
十
四
条
火
を
使
用
す
る
設
備
又
は
そ
の
使
用
に
際
し
、
火
災
の
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
設
備
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

熱
風
炉

多
量
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は
蒸
気
を
発
生
す
る
炉

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
据
付
面
積
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
炉

三
四
九

O

(
個
人
の
住
居
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。
)

三
の
二
当
該
厨
房
設
備
の
入
力
と
同
一
厨
房
室
内
に
設
け
る
他
の
厨
房
設

備
の
入
力
の
合
計
が
三
百
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
厨
房
設
備

四
入
力
七
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
温
風
暖
房
機
(
風
道
を
使
用
し
な
い
も

の
に
あ
っ
て
は
、
劇
場
等
及
び
キ
ャ
バ
レ
ー
等
に
設
け
る
も
の
に
限

る
。
)ボ

イ
ラ
ー
又
は
入
力
七
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
給
湯
湯
沸
設
備
(
個
人

の
住
居
に
設
け
る
も
の
又
は
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
(
昭
和
四
十
七
年

政
令
第
三
百
十
八
号
)
第
一
条
第
三
号
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)

六
乾
燥
設
備
(
個
人
の
住
居
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。
)

サ
ウ
ナ
設
備
(
個
人
の
住
居
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。
)

入
力
七
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
内
燃
機
関
に
よ
る
ヒ

l
ト
ポ
ン
プ

五七七
の冷

暖
房
機

八
火
花
を
生
ず
る
設
備

八
の
二
放
電
加
工
機

九
高
圧
又
は
特
別
高
圧
の
変
電
設
備
(
全
出
力
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の

も
の
を
除
く
。
)

十
燃
料
電
池
発
電
設
備
(
第
八
条
の
三
第
二
項
文
は
第
四
項
に
定
め
る
も

の
を
除
く
。
)

内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備
の
う
ち
、
固
定
し
て
用
い
る

(
第
十
二
条
第
四
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)

十
も
の

A
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十
二
蓄
電
池
設
備

十
三
設
備
容
量
二
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
以
上
の
ネ
オ
ン
管
灯
設
備

十
四
水
素
ガ
ス
を
充
て
ん
す
る
気
球

(
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
等
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
等
の
届
出
)

第
四
十
五
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
そ
の
旨
を
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

二
煙
火
(
が
ん
具
用
煙
火
を
除
く
。
)
の
打
上
げ
文
は
仕
掛
け

三
劇
場
等
以
外
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
演
劇
、
映
画
そ
の

他
の
催
物
の
開
催

四
水
道
の
断
水
文
は
減
水

五
消
防
隊
の
通
行
そ
の
他
消
火
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
道

路
工
事

(
指
定
洞
道
等
の
届
出
)

第
四
十
五
条
の
二
通
信
ケ
ー
ブ
ル
又
は
電
力
ケ
ー
ブ
ル
(
以
下
「
通
信
ケ

l

ブ
ル
等
」
と
い
う
。
)
の
敷
設
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
洞
道
、
共
同
溝

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
地
下
の
工
作
物
(
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
の
維
持
管
理

ず
い

等
の
た
め
必
要
に
応
じ
人
が
出
入
り
す
る
隠
道
に
限
る
。
)
で
、
火
災
が
発

生
し
た
場
合
に
消
火
活
動
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
と

し
て
消
防
長
又
は
消
防
署
長
が
指
定
し
た
も
の
爪
以
下
「
指
定
洞
道
等
」
と

い
う
。
)
に
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
を
敷
設
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
消

防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

A 

〔
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域
二
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一
指
定
洞
道
等
の
経
路
及
び
出
入
口
、
換
気
口
等
の
位
置

二
指
定
洞
道
等
の
内
部
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
主
要
な
物
件

三
指
定
洞
道
等
の
内
部
に
お
け
る
火
災
に
対
す
る
安
全
管
理
対
策

2

前
項
の
規
定
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
重
要
な
変
更
を
行

う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
届
出
等
)

第
四
十
六
条
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
(
個
人
の
住
居
で
貯
蔵
し
、
又
は

取
り
扱
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
数
量
の
二
分
の
一
以
上
)
指
定
数
量
未

満
の
危
険
物
及
び
別
表
第
八
で
定
め
る
数
量
の
五
倍
以
上
(
再
生
資
源
燃

料
、
可
燃
性
固
体
類
等
及
び
合
成
樹
脂
類
に
あ
っ
て
は
、
同
表
で
定
め
る
数

量
以
上
)
の
指
定
可
燃
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
お
う
と
す
る
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

2

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
を
廃
止
す
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

(
タ
ン
ク
の
水
張
検
査
等
)

第
四
十
七
条
消
防
長
文
は
消
防
署
長
は
、
前
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る
指
定

数
量
未
満
の
危
険
物
文
は
指
定
可
燃
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク

を
製
造
し
、
文
は
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
の
申
出
に
よ
り
、
当
該
タ
ン
ク
の

水
張
検
査
又
は
水
圧
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
委
任
)

第
四
十
八
条

こ
の
条
例
の
実
施
の
た
め
の
手
続
き
そ
の
他
そ
の
施
行
に
つ
い

三
四
九
一



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

第

七

章

罰

則

(
罰
則
)

第
四
十
九
条

処
す
る
。

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

第
三
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量

未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
た
者

二
第
三
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三
第
三
十
三
条
文
は
第
三
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
五
十
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
前
条
の
違
反
行
為
を

し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
各

本
条
に
係
る
罰
金
刑
を
科
す
る
。
た
だ
し
、
法
人
又
は
人
の
代
理
人
、
使
用

人
そ
の
他
の
従
業
者
の
当
該
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
業
務
に
対

し
相
当
の
注
意
及
び
監
督
が
尽
さ
れ
た
こ
と
の
証
明
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
法
人
又
は
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

(
施
行
期
日
)

1

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
旧
条
例
の
廃
止
)

2

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
昭
和
四
十
八
年
条
例
第

二
十
四
号
)
は
、
廃
止
す
る
。

三
四
九
二

(
経
過
措
置
)

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
燃
料
タ
ン
ク
及

び
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
う
タ
ン
ク
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
新
条

例
」
と
い
う
。
)
第
三
条
第
一
項
第
十
七
号
及
び
第
三
十
一
条
第
二
十
一
号

か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
液
体
燃
料
を
使

用
す
る
移
動
式
の
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、

昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
適
用
し
な
い
。

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
(
平
成
二
十
三

年
政
令
第
四
百
五
号
。
第
九
項
に
お
い
て
「
改
正
政
令
」
と
い
う
。
)
に
よ

る
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
場
所
と
な
る
も
の
(
以
下
こ
の
項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
お
い

て
「
新
規
対
象
」
と
い
う
。
)
の
う
ち
、
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
九
号

に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
係
る
技
術

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
規
定
は
、
当
該
新
規
対
象
が
次
に
掲
げ
る

基
準
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
適
用
し
な
い
。

一
当
該
新
規
対
象
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
配
管
は
、
そ
の
設
置
さ
れ
る
条

件
及
び
使
用
さ
れ
る
状
況
に
照
ら
し
て
、
十
分
な
強
度
を
有
し
、
か
っ
、

3 4 5 6 
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7 

漏
れ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
当
該
新
規
対
象
に
係
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で

そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
が
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
に
お
い
て
現
に

貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定

数
量
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
を
超
え
な
い
こ
と
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
第
十
六
号
ロ
に
定
め
る
基

準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い

て
は
、
同
号
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
は
、

適
用
し
な
い
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま

で
、
第
三
十
一
条
の
三
の
二
(
第
三
号
を
除
く
。
)
又
は
第
三
十
一
条
の
四

第
二
項
(
第
一
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
を
除
く
。
)
に
定
め
る
基
準
に

適
用
し
な
い
も
の
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
該
新
規
対
象
が
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
平
成
二
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
聞

は
、
適
用
し
な
い
。

改
正
政
令
に
よ
る
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一
項
の
規
定

の
改
正
に
よ
り
新
た
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
(
個
人
の
住
居
で
貯
蔵

し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
数
量
の
二
分
の
一
以
上
)
指

定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
者
は
、
平

成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8 9 

第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

A 

〔
甲
府
広
域
二
二
〕

1 

附
則
(
昭
和
五
五
年
条
例
第
三
号
)

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
条
例
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
建
築
物
の
う
ち
、
現
に
そ
の
屋
内
に

お
い
て
合
成
樹
脂
類
(
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防

条
例
(
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
)
別
表
第
四
の
備
考
五
に
規
定
す
る
合

成
樹
脂
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
新
条
例
第
三
十
四
条
第
五
号
ハ
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
施

行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

こ
の
条
例
施
行
の
際
、
現
に
合
成
樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て

い
る
者
に
対
す
る
新
条
例
第
四
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条

中
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
あ
る
の
は
、
「
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
三
十

日
以
内
」
と
す
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
(
昭
和
五
九
年
条
例
第
二
号
)

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
新
条

例
」
と
い
う
。
)
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の

施
行
後
に
設
置
さ
れ
る
別
表
第
三
か
ら
別
表
第
六
ま
で
に
掲
げ
る
気
体
燃
料

又
は
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
ふ
ろ
が
ま
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
条
例
の
施

行
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
当
該
ふ
ろ
が
ま
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

ト
4
7
Q

。
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(
甲
府
地
区
広
域
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政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

こ
の
条
例
施
行
の
際
、
現
に
常
圧
下
に
お
い
て
可
燃
性
ガ
ス
を
大
気
中
に

穆
出
す
る
性
質
を
有
す
る
合
成
樹
脂
類
を
屋
内
に
お
い
て
貯
蔵
し
、
文
は
取

り
扱
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
条
例
第
三
十
四
条
第
六
号
の
規
定

は
、
こ
の
条
例
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
聞
は
、

適
用
し
な
い
。

4

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

(

昭

和

六

O
年
条
例
第
六
号
)

(
施
行
期
日
)

-
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

2

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
洞
道
等
で
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
を
敷

設
し
て
い
る
場
合
は
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
は
適
用
し

な
し
。

附
則
(
平
成
元
年
条
例
第
一

O
号
)

(
施
行
期
日
)

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
平
成
二
年
五
月
二
十
三
日
(
以
下
「
施
行
日
」
と
い

う
。
)
か
ら
施
行
す
る
。

(
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
炉
及
び
か
ま
ど
の
附
属
設
備
に
関
す
る
経
過
措

置
)

第
二
条
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
燃
料
タ
ン
ク
の
う

ち
、
改
正
後
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
新
条

3 
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例
」
と
い
う
。
)
第
三
条
第
一
項
第
十
七
号
一
一
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な

い
も
の
の
構
造
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
号
ニ
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱

い
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
三
条
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
危
険
物
又
は
危
険
物
以
外
の
物
品
を

貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
で
、
新
た
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一

以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
も

の
(
以
下
「
新
規
対
象
」
と
い
う
。
)
及
び
現
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以

上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
で
、

引
き
続
き
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵

し
、
文
は
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
も
の
(
以
下
「
既
存
対
象
」
と
い
う
。
)

の
う
ち
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十

五
号
)
の
施
行
に
伴
い
新
条
例
第
四
章
第
一
節
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な

い
こ
と
と
な
る
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
次
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
施
行
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
間
は
、
同
節
の
規
定
に
よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

2

新
規
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
四
第
一
号
若
し
く
は
第
十
二

号
又
は
第
三
十
一
条
の
五
第
二
す
か
ら
第
四
号
ま
で
若
し
く
は
第
五
号
(
計

量
口
の
直
下
の
タ
ン
ク
の
底
板
に
そ
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
と
す
る
部
分
に
限
る
。
)
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の

貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

A

〔
甲
府
広
域
二
二
〕



3 
は
、
当
該
新
規
対
象
が
次
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
し
、
か
っ
、
タ

ン
ク
が
鋼
板
そ
の
他
の
金
属
板
(
地
下
タ
ン
ク
に
あ
っ
て
は
、
タ
ン
ク
が
鋼

板
そ
の
他
の
金
属
板
又
は
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
)
で
造
ら
れ
て

い
る
場
合
に
限
り
、
適
用
し
な
い
。

一
タ
ン
ク
は
、
漏
れ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
当
該
新
規
対
象
に
係
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で

そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
が
、
施
行
日
に
お
い
て
現
に
貯
蔵
し
、
又
は
取

り
扱
っ
て
い
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で
そ
れ
ぞ
れ

除
し
た
商
の
和
を
超
え
な
い
こ
と
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
二
第
九
号
文
は
第
三
十
一
条

の
三
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
項
第
三
号
(
適
当
な
傾
斜
を
つ
け
、
か

っ
、
た
め
ま
す
を
設
け
る
部
分
に
限
る
。
)
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い

も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
は
、
当
該
新
規
対
象
が
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

場
合
に
限
り
、
適
用
し
な
い
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
四
第
十
号
に
定
め
る
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
同
号
の
規
定
は
、
当
該
新
規
対
象
が
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
平
成
五
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
聞
は
、

適
用
し
な
い
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
文
は
第
二

項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
(
床
は
危
険
物
が
浸
透
し
な
い
構
造

4 5 
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業
務

A

〔
甲
府
広
域
二
二
〕

6 
と
す
る
部
分
に
限
る
。
)
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び

取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
該
新

規
対
象
が
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、

平
成
四
年
五
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
三
第
二
項
第
四
号
、
第
三
十

一
条
の
五
第
七
号
又
は
第
三
十
一
条
の
六
第
二
号
、
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま

で
若
し
く
は
第
十
二
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取

扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
平
成
四
年

五
月
二
十
二
日
ま
で
の
聞
は
、
適
用
し
な
い
。

既
存
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
二
第
九
号
、
第
三
十
一
条
の

三
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
項
第
三
号
(
適
当
な
傾
斜
を
つ
け
、
か

っ
、
た
め
ま
す
を
設
け
る
部
分
に
限
る
。
)
、
第
三
十
一
条
の
四
第
一
号
若
し

く
は
第
十
二
号
文
は
第
三
十
一
条
の
五
第
一
号
若
し
く
は
第
五
号
に
定
め
る

基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
既
存
対
象
が
当
該
既
存
対

象
に
係
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
た

商
の
和
が
、
施
行
日
に
お
い
て
現
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
危
険

物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
を
超
え

な
い
場
合
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

既
存
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
四
第
十
号
に
定
め
る
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
既
存
対
象
が
当
該
既
存
対
象
に
係

7 8 
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る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和

が
、
施
行
日
に
お
い
て
現
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
危
険
物
の
数

量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
を
超
え
な
い
場

合
に
限
り
、
平
成
五
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
聞
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。既

存
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二

項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
(
床
は
危
険
物
が
浸
透
し
な
い
構
造
と
す
る
部

分
に
限
る
。
)
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に

係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

既
存
対
象
が
当
該
既
存
対
象
に
係
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定

数
量
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
が
、
施
行
日
に
お
い
て
現
に
貯
蔵
し
、
又

は
取
り
扱
っ
て
い
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で
そ
れ
ぞ

れ
除
し
た
商
の
和
を
超
え
な
い
場
合
に
限
り
、
平
成
四
年
五
月
二
十
二
日
ま

で
の
聞
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

叩
既
存
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
三
第
二
項
第
四
号
、
第
三
十

一
条
の
五
第
七
号
又
は
第
三
十
一
条
の
六
第
九
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
定

め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
四
年
五
月
二
十
二
日

ま
で
の
聞
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

日
既
存
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
二
第
三
号
、
第
七
号
若
し
く

は
第
八
号
又
は
第
三
十
一
条
の
三
第
二
項
第
五
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し

な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

9 
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ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
年
五
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

ロ
既
存
対
象
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
二
第
一
号
に
定
め
る
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
聞

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

日
新
条
例
第
三
十
一
条
の
二
第
十
九
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
平
成
三

年
五
月
二
十
二
日
ま
で
の
聞
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き

る。(
指
定
可
燃
物
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措

置
)

第
四
条
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
七
に
定
め
る
数
量
以

上
の
可
燃
性
固
体
類
及
び
可
燃
性
液
体
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い

る
も
の
並
び
に
現
に
動
植
物
油
類
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の

で
新
た
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
動
植
物
油
類
を
貯

蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
三
条
第

一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び

取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
可
燃
性

固
体
類
及
び
可
燃
性
液
体
類
に
あ
っ
て
は
可
燃
性
国
体
類
及
び
可
燃
性
液
体

類
の
数
量
が
、
施
行
日
に
お
い
て
現
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
可

燃
性
国
体
類
及
び
可
燃
性
液
体
類
の
数
量
を
超
え
ず
、
動
植
物
油
類
に
あ
っ

て
は
動
植
物
油
類
の
数
量
が
、
施
行
日
に
お
い
て
現
に
貯
蔵
し
、
文
は
取
り

A 
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2 
扱
っ
て
い
る
動
植
物
油
類
の
数
量
を
超
え
な
い
場
合
に
限
り
、
適
用
し
な

新
条
例
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
平
成
三

年
五
月
二
十
二
日
ま
で
の
聞
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き

る。

3 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
七
に
定
め
る
数
量
以
上
の

綿
花
類
等
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
聞
は
、
新
条
例
第
三
十
四
条
第
五
号
の
規
定
に

よ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
七
に
定
め
る
数
量
以
上
の

石
炭
・
木
炭
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
新
条
例

第
三
十
四
条
第
六
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱

い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
規
定
は
、
平
成
三
年
五
月

二
十
二
日
ま
で
の
関
は
、
適
用
し
な
い
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
七
に
定
め
る
数
量
以
上
の

合
成
樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
新
条
例
第

三
十
四
条
第
七
号
ロ
文
は
ハ
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及

び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
該

合
成
樹
脂
類
の
数
量
が
施
行
日
に
お
い
て
現
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て

い
る
合
成
樹
脂
類
の
数
量
を
超
え
な
い
場
合
に
限
り
、
平
成
四
年
五
月
二
十

二
日
ま
で
の
聞
は
、
適
用
し
な
い
。

(
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
届
出
に
関
す
る
経
過

4 5 
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措
置
)

第
五
条
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
危
険
物
又
は
危
険
物
以
外
の
物
品
を

貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
っ
て
い
る
者
で
、
新
た
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以

上
(
個
人
の
住
居
で
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
数

量
の
二
分
の
一
以
上
)
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱

う
こ
と
と
な
る
も
の
に
対
す
る
新
条
例
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
年
十
一

月
二
十
二
日
(
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
消
防
法
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
八
十
六
号
)
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
い
た
も
の

に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
年
八
月
二
十
二
日
)
ま
で
に
」
と
す
る
。

2

施
行
目
前
に
行
っ
た
改
正
前
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防

条
例
(
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
)
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
特
殊
可

燃
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
旨
の
届
出
は
、
新
条
例
第
四
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
可
燃
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
旨
の
届
出
と
み

な
す
。

3

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別

表
第
七
に
定
め
る
数
量
の
五
倍
以
上
(
可
燃
性
固
体
類
、
可
燃
性
液
体
類
及

び
合
成
樹
脂
類
に
あ
っ
て
は
、
同
表
に
定
め
る
数
量
以
上
)
の
指
定
可
燃
物

を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
者
に
対
す
る
新
条
例
第
四
十
六
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
あ
る
の
は
、

「
平
成
二
年
十
一
月
二
十
二
日
(
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
消
防
法
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
い
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二

三
五
一
五
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年
八
月
二
十
二
日
)
ま
で
に
」
と
す
る
。

4

施
行
目
前
に
旧
条
例
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
て
い
た
者

で
、
施
行
日
以
降
新
条
例
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
し

な
い
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に

そ
の
旨
を
消
防
長
文
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
六
条
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
(
平
成
四
年
条
例
第
四
号
)

(
施
行
期
日
)

-
こ
の
条
例
は
、
平
成
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

2

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
炉
、
ふ
ろ
が
ま
、
温
風

暖
房
機
、
厨
房
設
備
、
ボ
イ
ラ
ー
、
ス
ト
ー
ブ
、
壁
付
暖
炉
、
乾
燥
設
備
、

サ
ウ
ナ
設
備
、
簡
易
湯
沸
設
備
、
給
湯
湯
沸
設
備
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
冷
暖
房

機
、
放
電
加
工
機
、
発
電
設
備
、
蓄
電
池
設
備
及
び
避
雷
設
備
(
以
下
「
炉

等
」
と
い
う
。
)
又
は
現
に
設
置
の
工
事
中
で
あ
る
炉
等
の
う
ち
、
改
正
後

の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
新
条
例
」
と
い

う
。
)
第
三
条
第
一
項
第
十
七
号
(
新
条
例
第
九
条
の
二
第
二
項
及
び
第
十

二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
)
、
第
十
八
号
の
二
(
新
条

例
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
、
第

四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
七

三
五
二
ハ

条
の
二
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
第
十
八
号
の
三
(
新
条
例
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第

三
条
の
三
第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二

項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第
二
項
、
第
八
条
第

二
項
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
二

項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
及
び
第
十
九
号
(
新

条
例
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
、

第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第

七
条
の
二
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
並
び
に
第
三
項
(
新
条
例
第
三
条
の
二
第
二
項
、

第
三
条
の
三
第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第

二
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
八

条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
第
三
条
の
四
第
一
項

第
二
号
ホ
、
第
十
条
第
一
号
(
新
条
例
第
十
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
に
限
る
。
)
、
第
十
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
第
二
項
(
新
条
例

第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限

る
。
)
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
位
置

及
び
構
造
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

3

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
厨
房
設
備
又
は
現
に
設

置
の
工
事
中
で
あ
る
厨
房
設
備
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
条
の
四
第
一
項
第
三

号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
構
造
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
問
、

A
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4 
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
図
記
号
に
よ
る
標
識
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
新
条
例
第
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
後
段
の

規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

5 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
劇
場
等
又
は
現
に
新
築
、
増
築
、

改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
劇
場
等
の
う
ち
、
新

条
例
第
三
十
五
条
第
二
号
及
び
第
五
号
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る

客
席
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

6 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
消
防
法
施
行
令
(
昭
和
三
十
六
年
政
令
第

三
十
七
号
)
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
設
け
ら
れ
て
い
る
避
難
口

の
う
ち
、
新
条
例
第
四
十
条
第
四
号
(
新
条
例
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
)
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
管
理
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
問
、
な

7 
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
第
四
十
四
条
第
三
号
の
二
、
第
七

号
の
二
、
第
八
号
の
二
及
び
第
十
一
号
(
屋
外
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。
)

に
掲
げ
る
設
備
を
設
置
し
て
い
る
者
に
対
す
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
中
「
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
」
と
あ
る
の

は
、
「
設
置
し
て
い
る
者
は
、
平
成
四
年
十
月
一
日
ま
で
に
」
と
す
る
。

附
則
(
平
成
六
年
条
例
第
二
号
)
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1 

こ
の
条
例
は
、
平
成
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
(
平
成
一

O
年
条
例
第
四
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
(
平
成
一
一
年
条
例
第
四
号
)

(
施
行
期
日
)

2 1 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表

第
一
一
円
の
項
及
び
同
表
例
の
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
、
第
三
十
一
条
の
二
第
九
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る。

2 

(
経
過
措
置
)

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定

数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
地
下
タ
ン
ク
の
構
造
の
う

ち
、
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
新

条
例
」
と
い
う
。
)
第
三
十
一
条
の
五
第
四
号
(
新
条
例
第
三
条
第
四
項

(
新
条
例
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
二

項
、
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二

項
、
第
七
条
の
二
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第

九
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
及
び
第
三
十
三
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な

三
五
一
七



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

3 
い
も
の
の
構
造
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定

数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
移
動
タ
ン
ク
の
構
造
の
う

ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
六
第
二
号
(
新
条
例
第
三
十
三
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
及
び
第
三
十
一
条
の
六
第
四
号
(
新
条
例

第
三
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
に
定
め
る
基
準

に
適
合
し
な
い
も
の
の
構
造
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
中
の
乾

燥
設
備
及
び
調
理
用
器
具
(
バ
ー
ナ
ー
が
露
出
し
て
い
る
卓
上
型
こ
ん
ろ

(
一
口
)
)
並
び
に
別
表
第
五
及
び
別
表
第
六
中
の
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
(
強

制
対
流
型
で
温
風
を
前
方
向
に
吹
き
出
す
も
の
は
除
く
。
)
に
つ
い
て
は
、

新
条
例
別
表
第
三
か
ら
別
表
第
六
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

4 5 

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
(
平
成
一
一
年
条
例
第
一

O
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
(
平
成
二
一
年
条
例
第
八
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

三
五
一
八

附
則
(
平
成
一
二
年
条
例
第
九
号
)

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
(
平
成
一
三
年
条
例
第
一

O
号
)

(
施
行
期
日
)

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
平
成
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

(
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯
蔵
及
び
取
扱

い
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
二
条
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
八

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
)
に
よ
る
消
防
法
(
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
八
十
六
号
)
別
表
第
五
類
の
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
指
定
数

量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う

こ
と
と
な
る
も
の
(
以
下
「
新
規
対
象
」
と
い
う
。
)
の
う
ち
、
甲
府
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
火
災
予
防
条
例
」
と
い

う
。
)
第
三
十
一
条
の
二
第
九
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯

蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
号
の
規
定
は
、
当

該
新
規
対
象
が
次
に
掲
げ
る
基
準
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限

り
、
適
用
し
な
い
。

一
当
該
新
規
対
象
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
配
管
は
、
そ
の
設
置
さ
れ
る
条

件
及
び
使
用
さ
れ
る
状
況
に
照
ら
し
て
、
十
分
な
強
度
を
有
し
、
か
っ
、
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2 

漏
れ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
当
該
新
規
対
象
に
係
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定
数
量
で

そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
が
、
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
に
お
い
て
現
に

貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
危
険
物
の
数
量
を
当
該
危
険
物
の
指
定

数
量
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
た
商
の
和
を
超
え
な
い
こ
と
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
火
災
予
防
条
例
第
三
十
一
条
の
四
第
一
号
文
は
第
十

二
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
該
新
規
対
象
が
前
項
第
二

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
と
も
に
、
当
該
新
規
対
象
の
タ
ン
ク
が
、

鋼
板
そ
の
他
の
金
属
板
で
造
ら
れ
、
か
っ
、
漏
れ
な
い
構
造
で
あ
る
場
合
に

限
り
、
適
用
し
な
い
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
火
災
予
防
条
例
第
三
十
一
条
の
二
第
十
九
号
ロ
に
定

め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
同
号
の
規
定
は
、
平
成
十
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
聞

は
、
適
用
し
な
い
。

新
規
対
象
の
う
ち
、
火
災
予
防
条
例
第
三
十
一
条
の
二
第
一
号
か
ら
第
八

号
ま
で
、
第
三
十
一
条
の
三
又
は
第
三
十
一
条
の
四
(
第
一
号
、
第
十
一
号

及
び
第
十
二
号
を
除
く
。
)
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
貯
蔵
及

び
取
扱
い
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
該

新
規
対
象
が
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
場
合
に
限

り
、
平
成
十
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
は
、
適
用
し
な
い
。

3 4 
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八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)
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(
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
等
の
貯
蔵
及
び
取
扱
い
の
届
出
に
関
す
る
経
過

措
置
)

第
三
条

改
正
法
に
よ
る
消
防
法
別
表
第
五
類
の
項
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新

た
に
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
(
個
人
の
住
居
で
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱

う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
数
量
の
二
分
の
一
以
上
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
)
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
う
こ
と
と

な
る
者
は
、
平
成
十
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
消
防
長
(
消
防

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

署
長
)

2 

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は

取
り
扱
っ
て
い
た
者
で
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
(
平
成
十
三
年
政
令
第
三
百
号
)
に
よ
る
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る

政
令
(
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
)
別
表
第
四
備
考
第
七
号
の
規
定

の
改
正
に
よ
り
新
た
に
改
正
後
の
火
災
予
防
条
例
別
表
第
八
に
定
め
る
数
量

以
上
の
可
燃
性
液
体
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
者
は
、
平

成
十
四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
消
防
長
(
消
防
署
長
)

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
届
け

3 

指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は

取
り
扱
っ
て
い
た
者
で
、
改
正
法
に
よ
る
消
防
法
別
表
備
考
第
十
六
号
及
び

第
十
七
号
の
規
定
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
火
災
予
防
条
例
第
四
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
者
は
、
平
成

十
四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
消
防
長
(
消
防
署
長
)

に
届
け
出

三
五
一
九



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

1 
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
(
平
成
一
四
年
条
例
第
五
号
)

(
施
行
期
日
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
炉
、
ふ
ろ
が
ま
、
温
風

暖
房
機
、
厨
房
設
備
、
ボ
イ
ラ
ー
、
ス
ト
ー
ブ
(
移
動
式
の
も
の
を
除

く
。
)
、
乾
燥
設
備
、
サ
ウ
ナ
設
備
、
簡
易
湯
沸
設
備
、
給
湯
湯
沸
設
備
及
び

ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
冷
暖
房
機
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
炉
等
」
と
い
う
。
)

又
は
現
に
設
置
の
工
事
中
で
あ
る
炉
等
の
う
ち
、
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
第
三
条
第
一
項
第
一
号
(
改
正
後
の
甲
府
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三

第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
七

条
第
二
項
、
第
八
条
、
第
八
条
の
二
及
び
第
九
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
文
は
第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
適
合

し
な
い
も
の
に
係
る
位
置
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
(
平
成
一
四
年
条
例
第
六
号
)

条
例
は
、
平
成
十
四
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2 1 2 
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附
則
(
平
成
一
六
年
条
例
第
三
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
(
平
成
一
七
年
条
例
第
三
号
)

(
施
行
期
日
)

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

第
二
条
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
を
貯

蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
が
次
の
各
号
の
す
べ

て
に
適
合
す
る
場
合
に
限
り
、
当
分
の
問
、
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
)
第
三
十
四
条
第

一
項
第
五
号
ハ
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
適
切
な
高
さ
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
施
設

の
保
安
確
保
の
た
め
に
必
要
な
最
少
限
度
の
回
数
に
止
め
る
こ
と
と
し
、

か
っ
、
そ
れ
ぞ
れ
連
続
す
る
お
お
む
ね
二
箇
月
以
内
の
期
間
で
あ
る
こ

ルコ
前
号
の
期
間
に
お
い
て
は
、
適
切
な
発
熱
・
発
火
防
止
対
策
及
び
発
火

時
の
適
切
な
拡
大
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
三
条
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
八
に
定
め
る
数
量
以

上
の
合
成
樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、
文
は
取
り
扱
っ
て
い
る
屋
外
の
場
所
の
う

ち
、
新
条
例
第
三
十
四
条
第
二
項
第
三
号
ロ
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い

場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
の
規
定
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は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
聞
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
八
に
定
め
る
数
量
以
上
の

合
成
樹
脂
類
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
っ
て
い
る
屋
内
の
場
所
の
う
ち
、
新

条
例
第
三
十
四
条
第
二
項
第
三
号
ハ

(
異
な
る
取
扱
い
を
行
う
場
合
の
取
り

扱
う
場
所
の
相
互
の
聞
を
区
画
す
る
部
分
に
限
る
。
)
に
定
め
る
基
準
に
適

合
し
な
い
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
号

ハ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
八
に
定
め
る
数
量
以

上
の
再
生
資
源
燃
料
(
廃
棄
物
固
形
化
燃
料
等
に
限
る
。
)
を
貯
蔵
し
、
文

は
取
り
扱
っ
て
い
る
場
所
の
う
ち
、
新
条
例
第
三
十
四
条
第
二
項
第
四
号
に

定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
場
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
に
係
る
基
準
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
聞
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な

2 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
新
条
例
別
表
第
八
に
定
め
る
数
量
以
上
の

再
生
資
源
燃
料
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
者
に
対
す
る
新
条

例
第
四
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
あ
ら
か
じ

め
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

(
検
討
)

第
五
条
新
条
例
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
規
定
す
る
集
積
高
さ
に
つ

い
て
は
、
科
学
的
見
地
に
基
づ
き
検
討
を
加
え
ら
れ
、

そ
の
結
果
に
基
づ

第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

A

〔
甲
府
広
域
一
一
一
〕

き
、
そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則
(
平
成
一
七
年
条
例
第
四
号
)

(
施
行
期
日
)

1 

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

2 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
住
宅
(
新
条
例
第
二
十
九
条
の
二

に
規
定
す
る
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
お
け
る
同

条
各
号
に
掲
げ
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
若
し
く
は
住
宅
用
防
災
報
知
設
備

(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
」
と
い
う
。
)

又
は
現

に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
住

宅
に
係
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
が
新
条
例
第
二
十
九
条
の
こ
か
ら
第
二
十

九
条
の
五
ま
で
の
規
定
に
よ
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
設
置
及
び
維
持
に

関
す
る
基
準
に
適
合
し
な
い
と
き
は
、
当
該
住
宅
用
防
災
警
報
器
等
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

附

則
(
平
成
一
七
年
条
例
第
五
号
)

(
施
行
期
日
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
三
十
一
条
の
五
、
第
四
十
九
条
及
び
別
表
第
八
備
考
第
七
号
の
改
正

第
一
条

三
五
二
一



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

規
定
並
び
に
附
則
第
五
条

公
布
の
日

第
一
条
、
第
三
条
第
四
項
及
び
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則

第
六
条

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

第
二
十
九
条
の
五
に
三
号
を
加
え
る
改
正
規
定

平
成
十
九
年
四
月
一

日(
経
過
措
置
)

第
二
条

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、

又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ

て
い
る
燃
料
電
池
発
電
設
備
の
う
ち
、
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
火
災
予
防
条
例
(
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
)
第
八
条
の
三
の
規
定

に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
文
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ

第
三
条

て
い
る
内
燃
機
関
を
原
動
力
と
す
る
発
電
設
備
の
う
ち
、
新
条
例
第
十
二
条

の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、

又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ

て
い
る
火
を
使
用
す
る
設
備
に
付
属
す
る
煙
突
の
う
ち
、
新
条
例
第
十
七
条

の
二
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条

こ
の
条
例
の
公
布
の
際
現
に
存
す
る
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
指

定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、

又
は
取
り
扱
う
地
下
タ
ン
ク
の
構
造
の

三
五
二

7
2

う
ち
、
新
条
例
第
三
十
一
条
の
五
第
一
号
(
新
条
例
第
三
条
第
四
項
(
新
条

例
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
第
二
項
、
第
三
条
の
四
第
二
項
、
第

四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
七

条
の
二
第
二
項
、
第
八
条
、
第
八
条
の
二
及
び
第
九
条
の
二
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
)

に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
の
構
造
に
係
る
技

術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附

則
(
平
成
一
七
年
条
例
第
一

O
号
)

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

則
(
平
成
一
九
年
条
例
第
二
号
)

附

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

則
(
平
成
二
二
年
条
例
第
三
号
)

附

(
施
行
期
日
)

1 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

2 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
個
室
型
庖
舗
文
は
現
に
新
築
、
増

築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
個
室
型
庖
舗
の

う
ち
、
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
第
三
十
七

条
の
三
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
個
室
(
こ
れ
に
類
す
る
施
設
を

A

〔
甲
府
広
域
二
二



含
む
。
)

に
設
け
る
避
難
通
路
に
面
す
る
戸
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
条
の

規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
は
、
適
用
し
な
い
。

則
(
平
成
二
二
年
条
例
第
七
号
)

附

(
施
行
期
日
)

1 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
二
十
九
条
の
五
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

2 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ
て
い

る
燃
料
電
池
発
電
設
備
(
国
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池
に
よ
る
発
電
設
備
に
限

る
。
)
の
う
ち
、
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例

第
八
条
の
一
二
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

附

則
(
平
成
二
二
年
条
例
第
九
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
(
平
成
二
四
年
条
例
第
二
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
(
平
成
二
四
年
条
例
第
三
号
)

1 

(
施
行
期
日
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

第
八
編

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

業
務

2 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、

A

〔
甲
府
広
域
二
四
〕

又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ
て
い

る
急
速
充
電
設
備
の
う
ち
、
改
正
後
の
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
適
合
し
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附

則
(
平
成
二
六
年
条
例
第
三
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

三
五
二

7
3



第
八
編

別
表
第
一
及
び
別
表

業
務

第

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

削
除

三
五
二
二

A

〔
甲
府
広
域
二
四
〕



D

〔
甲
府
広
域
二
二
〕

別
表
第
三
(
第
三
条
、
第
十
八
条
関
係
)

ふ ろ ヵー ま
気 体 燃 料 炉
不 燃 以 外

式半密 開 開 種
放 放

閉 炉 炉

浴
外以

室
内
設
置

内 も取外
未満使用

のも上八百度以使用温度が

以使
未満使用

のも土入百度以度使用温が

以使
が のりが 上用 上用
ま 出ま の温 の温 の温 の温

しで も度 も度 も度 も度
口ノ¥ のが のが のが のが 類
の l

事の度言
人 一

未満の三百度
/¥ 一一 一

なナ 百 百 百 百
し、 l 度 度 度 度

ワ二 ワ二二
ツ十 ツ十
トー トー
以キ 以キ 入
下ロ 下ロ

ワ四にをのふ ワ四にをのふ
ッ十あもパろ ツ十あもパろ
ト二つつ l用 ト二つつ l用 力
以キてもナ以 以キてもナ以
下ロはの i外 下ロはの l外

一 一 一 一 一 一 上一 一。五 五 。五 五。。。。。。方 離 l

一 一 一 一 恨1一 一 隔
注一 五 。。。五 。
一五 。。。。。。方 距

一 一 一 一 一 前一 一 一
離|一 一

-'--
一 。。。。。。

/¥ 。 五 。。。。。。方
〆ー、

一 後
-l! 

一 一一 一 ン
一 五 。。。五 。
五 。。。。。。方

チ|
メ

注 備 ト

ンプ槽成るトン離の・・
ノレ
、-J

抑間ロ(樹がルチは離隔裕
ピポ脂浴 、とメ O 槽

槽レリ 合す lセ距と 考

第
八
編

業
務

〈
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
〉

三
五
二
三



第
八
編

ま
蒋
芥
一

が
璽
以
一

半
密
閉

ろ
冨
基
式

ふ
一
盆
不

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
〉

三
五
二
四

浴

外室

設
置

内 も取外 も取外
が のりが のりが
ま 出ま 出ま

しで しで
口バ 口ハ
の l の l
あナ なナ
る l し、 l

ワ=二 ワ二二 ワ二
ッ十 ツ十 ツ十
トー トー トー
以キ 以キ 以キ
下ロ 下ロ 下ロ

て以キナ当にをのふ トーナふて以キナ当にをのふ トーナふて以キナ当にをのふ
、下ロ i該あもパろ 以キ lろ、下ロ l該あもパろ 以キ lろ、下ロ l該あもパろ

かでワが、ザつつ l用 下ロが用かでワがずっつ l用 下ロが用かでワが守つつ l用
つあッ七ノてもナ以 ワ二パつあッ七ノてもナ外以 ワ二パつあッ七ノてもナ以
、つト十 lはの l外 ツ十 l 、つト十 lはの l ツ十 l 、つト十 lはの l外

一 一 一
五 五 五

ームー・ -L-

/¥ /、 一。 。 五

一 一
五 五

るトン合等
。ノレチは)

とメ二の
す lセ場

D

〔
甲
府
広
域
二
己



D

〔
甲
府
広
域
=
己

気 体 燃 料
不 燃、 不 燃 以 外

式喜閉
屋 密
外 式閉
用

浴
室
内
設
置

も取外
のりが

出ま
しで
ロバ
の l
なナ
し、 l

ワニ ワ二二 ワ二
ツ十 ッ十 ツ十
トー トー トー
以キ 以キ 以キ
下ロ 下ロ 下ロ

ワ四にをのふ トーナふて以キナ当にをのふ トーナふて以キナ当にをのふ トーナふ
ッ十あもパろ 以キ lろ、下ロ l該あもパろ 以キ lろ、下ロ l該あもパろ 以キ lろ
ト二つつ l用 下ロが用かでワがやっつ l用 下ロが用かでワが。つつ l用 下ロが用
以キてもナ以 ワ二パつあッ七ノてもナ以 ワ二パつあッ七ノてもナ外以 ワニハ
下ロはの!外 ツ十 l 、つト十 lはの l外 ツ十 l 、つト十 lはの i ッ十 l

一_._ー・/， 。
四

注・ 一 注
一五 五 一一一

一
五 一一

四. 一
五 五 一一

ま11' ろふ
第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
〉

三
五
二
五



第
八
編

ま
軒
蓋

カミ

~ 
ろ
産

ふ
亙
不

半
密
閉

式

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

三
五
二
六

裕
室
外
設
置

も取外 も取外 内
のりが のりが 1うミ

出ま 出ま ま
しで しで
ロバ 口ノミ
の l の i
あナ なナ
る l し、 i

ワ二二 ワー ワー
ツ十 ツ十 ツ十
トー トー トー
以キ 以キ 以キ
下ロ 下ロ 下ロ

トーナふて以キナ当にをのふ トーナふて以キナ当にをのふ ワ四にをのふ
以キ lろ、下ロ l該あもパろ 以キ lろ、下ロ l該あもパろ ッ十あもパろ
下ロが用かでワがくっつ l用 下ロが用かでワが守つつ l用 ト二つつ l用

ワ二パつあッ七ノてもナ以 ワ二パつあッ七ノ、てもナ以 以キてもナ以
ッ十 l 、つト十 lはの l外 ッ十 i 、つト十 lはの l外 下ロはの l外

四 四. . 
五 五

四 四. . 
五 五

D 

〔
甲
府
広
域
一
三
〕



D

〔
甲
府
広
域
三
己

気 体 燃 料
不 燃

屋外
密 式半密
式閉

用 閉

裕

外室

設
置

内
カミ

ま

ワ二 ワ二 ワ二二
ツ十 ッ十 ツ十
トー トー トー
以キ 以キ 以キ
下ロ 下ロ 下ロ

て以キナ当にをのふ トーナふて以キナ当にをのふ トーナふて以キナ当にをのふ
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「
気
体
燃
料
」
、
「
液
体
燃
料
」
、
「
固
体
燃
料
」
及
び
「
電
気
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
も
の
、
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
も

の
、
固
体
燃
料
を
使
用
す
る
も
の
及
び
電
気
を
熱
源
と
す
る
も
の
を
い
う
。

「
不
燃
以
外
」
欄
は
、
対
象
火
気
設
備
等
又
は
対
象
火
気
器
具
等
か
ら
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
に
よ
る
仕
上
げ
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
仕

上
げ
を
し
た
建
築
物
等
の
部
分
又
は
可
燃
性
の
物
品
ま
で
の
距
離
を
い
う
。

「
不
燃
」
欄
は
、
対
象
火
気
設
備
等
又
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対
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火
気
器
具
等
か
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燃
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料
で
有
効
に
仕
上
げ
を
し
た
建
築
物
等
の
部
分
又
は
防
熱
板
ま
で
の

距
離
を
い
う
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白
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綿
花
類
と
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
で
な
い
綿
状
又
は
ト
ッ
プ
状
の

繊
維
及
び
麻
糸
原
料
を
い
う
。

ぼ
ろ
及
び
紙
く
ず
は
、
不
燃
性
文
は
難
燃
性
で
な
い
も
の

(
動
植
物

油
が
し
み
込
ん
で
い
る
布
又
は
紙
及
び
こ
れ
ら
の
製
品
を
含
む
。
)
を

い
う
。糸

類
と
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
で
な
い
糸
(
糸
く
ず
を
含
む
。
)

及
び
繭
を
い
う
。

四

わ
ら
類
と
は
、
乾
燥
わ
ら
、
乾
燥
蘭
及
び
こ
れ
ら
の
製
品
並
び
に
干

し
草
を
い
う
。

五

再
生
資
源
燃
料
と
は
、
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
)
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
再
生
資

源
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
い
う
。

可
燃
性
固
体
類
と
は
、
固
体
で
、
次
の
イ
、

-L占/、、

ハ
文
は
ニ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の

(
一
気
圧
に
お
い
て
、
温
度
二

O
度
を
超
え
四

O
度

以
下
の
聞
に
お
い
て
液
状
と
な
る
も
の
で
、
次
の
ロ
、

ハ
又
は
ニ
の
い

三
五
三
九
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ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
含
む
。
)
を
い
う
。

イ

引
火
点
が
四

O
度
以
上
一

O
O度
未
満
の
も
の

引
火
点
が
七

O
度
以
上
一

O
O度
未
満
の
も
の

ロノ、

引
火
点
が
一

O
O度
以
上
二

O
O度
未
満
で
、

か
つ
、
燃
焼
熱
量

が
三
四
キ
ロ
ジ
ュ
ー
ル
毎
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
も
の

引
火
点
が
二

O
O度
以
上
で
、

か
っ
、
燃
焼
熱
量
が
三
四
キ
ロ

ジ
ュ
ー
ル
毎
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
も
の
で
、
融
点
が
一

O
O度
未
満

の
も
の

七

石
炭
・
木
炭
類
に
は
、

コ
ー
ク
ス
、
粉
状
の
石
炭
が
水
に
懸
濁
し
て

い
る
も
の
、
豆
炭
、
練
炭
、
石
油
コ
ー
ク
ス
、
活
性
炭
及
び
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を
含
む
。

久

可
燃
性
液
体
類
と
は
、
法
別
表
第
一
備
考
第
十
四
号
の
総
務
省
令
で

定
め
る
物
品
で
液
体
で
あ
る
も
の
、
同
表
備
考
第
十
五
号
及
び
第
十
六

号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
物
品
で
一
気
圧
に
お
い
て
温
度
二

O
度
で
液

状
で
あ
る
も
の
、
同
表
備
考
第
十
七
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
貯
蔵
保
管
さ
れ
て
い
る
動
植
物
油
で
一
気
圧
に
お
い
て
温
度

O
度
で
液
状
で
あ
る
も
の
並
び
に
引
火
性
液
体
の
性
状
を
有
す
る
物
品

(
一
気
圧
に
お
い
て
、
温
度
二

O
度
で
液
状
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
)

で
一
気
圧
に
お
い
て
引
火
点
が
二
五

O
度
以
上
の
も
の
を
い
う
。

九

合
成
樹
脂
類
と
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
で
な
い
団
体
の
合
成
樹
脂

三
五
四

O

製
品
、
合
成
樹
脂
半
製
品
、
原
料
合
成
樹
脂
及
び
合
成
樹
脂
く
ず
(
不

燃
性
又
は
難
燃
性
で
な
い
ゴ
ム
製
品
、

ゴ
ム
半
製
品
、
原
料
ゴ
ム
及
び

ゴ
ム
く
ず
を
含
む
。
)
を
い
い
、
合
成
樹
脂
の
繊
維
、
布
、
紙
及
び
糸

並
び
に
こ
れ
ら
の
ぼ
ろ
及
び
く
ず
を
除
く
。A 

〔
甲
府
広
域
二
五
〕



〔
次
の
条
例
は
、
編
集
時
現
在
未
施
行
〕

O
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

ヘ
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
日
J

f

条

例

第

五

号

」

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
(
昭
和
五
十
一
年
十
月
条
例

第
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
章

避
難
管
理
(
第
三
十
五
条
1

第
四
十
二
条
)
」
を
「
第
五

第
五

章
避
難
管
理
(
第
三
十
五
条
|
第
四
十
二
条
)

章
の
二
屋
外
催
し
に
係
る
防
火
管
理
(
第
四
十
二
条
の
二
・
第
四
十
二
条
の

一
二
)
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
二
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
そ
の
他
の
多
数
の
者
の
集
合

す
る
催
し
に
際
し
て
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
消
火
器
の
準
備
を
し

た
上
で
使
用
す
る
こ
と
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
号
」
を
「
第
九
号
の
一
ご
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
及
び
第
九
号
」
を
つ
第
九
号
及
び
第
九
号
の

一
ご
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
及
び
第
九
号
」
を
「
、
第
九
号
及
び
第
九
号
の
一
ご
に
改

第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

A

〔
甲
府
広
域
二
五
〕

め
る
。第

五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章
の
二
屋
外
催
し
に
係
る
防
火
管
理

(
指
定
催
し
の
指
定
)

第
四
十
二
条
の
ニ
消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
そ

の
他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る
屋
外
で
の
催
し
の
う
ち
、
大
規
模
な
も
の
と

し
て
消
防
長
が
加
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
、
対
象
火
気
器
具
等

(
令
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
火
気
器
具
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
)
の
周
囲
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に

重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
、
指
定
催
し
と
し

て
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
催
し
を
指
定
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
催
し
を
主
催
す
る
者
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
催
し
を
主
催
す
る
者
か
ら
指
定
の

求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

3

消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
催
し
を
指
定
し

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
当
該
指
定
催
し
を
主
催
す
る
者
に
通
知
す

る
と
と
も
に
、
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
屋
外
催
し
に
係
る
防
火
管
理
)

第
四
十
二
条
の
三
前
条
第
一
項
の
指
定
催
し
を
主
催
す
る
者
は
、
同
項
の
指

定
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
防
火
担
当
者
を
定
め
、
当
該
指
定
催
し
を

三
五
四
一



第
八
編

業
務

(
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
)

開
催
す
る
日
の
十
四
日
前
ま
で
に

(
当
該
指
定
催
し
を
開
催
す
る
日
の
十
四

日
前
の
日
以
後
に
同
項
の
指
定
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
防
火
担
当
者

を
定
め
た
後
遅
滞
な
く
)
次
の
各
号
に
掲
げ
る
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に

関
す
る
計
画
を
作
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
計
画
に
基
づ
く
業
務
を
行
わ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防
火
担
当
者
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
業
務
の
実
施
体
制
の
確
保
に

関
す
る
こ
と
。

対
象
火
気
器
具
等
の
使
用
及
び
危
険
物
の
取
扱
い
の
把
握
に
関
す
る
こ

'ζ 

対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
し
、
又
は
危
険
物
を
取
り
扱
う
露
応
、
屋
台

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
(
第
四
十
五
条
に
お
い
て
「
露
庖
等
」
と

い
う
。
)
及
び
客
席
の
火
災
予
防
上
安
全
な
配
置
に
関
す
る
こ
と
。

四
対
象
火
気
器
具
等
に
対
す
る
消
火
準
備
に
関
す
る
こ
と
。

五
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
、
通
報
連
絡
及
び
避
難
誘

導
に
関
す
る
こ
と
。

六
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す
る

こ》」。

2 

前
条
第
一
項
の
指
定
催
し
を
主
催
す
る
者
は
、
当
該
指
定
催
し
を
開
催
す

る
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
(
当
該
指
定
催
し
を
開
催
す
る
日
の
十
四
日
前
の

日
以
後
に
前
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
消
防
長
又
は

消
防
署
長
が
定
め
る
日
ま
で
に
)
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
を
消
防
長
又

三
五
四
二
(
|
一
ニ
五
八
二
)

は
消
防
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
そ
の
他
の
多
数
の
者
の
集
合
す
る

催
し
に
際
し
て
行
う
露
庖
等
の
開
設
(
対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
場

合
に
限
る
。
)

第
四
十
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計
画
を
提
出
し
な
か
っ
た
者

第
五
十
条
中
「
法
人
の
代
表
者
」
を
「
法
人
(
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者

又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
)

の
代
表
者
若
し
く
は
管
理
人
」
に
、
「
各
本
条
に
係
る
罰
金
刑
」
を
「
、
同
条

の
刑
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

法
人
で
な
い
団
体
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
代
表
者
文
は
管
理
人
が
、
そ
の
訴
訟
行
為
に
つ
き
法
人
で
な
い
団
体
を
代

表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関

す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
終
了
す
る

催
し
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
火
災
予
防
条
例
第
四
十
二
条
の
二
及
び
第
四
十
二
条
の
一
二
の
規
定
は
適
用
し

な
し
。

A 

〔
甲
府
広
域
二
五
〕


